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兵庫県のハナムグリ
(兵庫県甲虫相資料｡130)

高 橋寿郎
かつた。

この論文にははっきりとHiogoとは書いてないが滞

在地が神戸であったことからKobe(Hiogo)産のものと
考えて良いと思われる。

ハナムグリ類ではGlycyphanajucundaコアオハナム

グリ （現Oxycetonia属),アオカナブンRhomborrhina

unicolor,シロテンハナムグリCetoniasubmarmorea

(現Protaetiaorientalissubsp.)の3種である。いづ
れも普通種である。

1876, E.v.Herold・ Bericht iibereineSendung

ColeopterenausHiogo.

Abhandl.Nat.Ver・Bremen,

V:115-135.

T・Lenzの採集品に基いてHaroldが1875年に発表し

た論文の第2報である。全部で49種記録された内に1

新属， 3新種の記載がある。産地は表題のごとくHiogo
〔神戸〕である。ハナムグリは次の2種が記録されて

いる。

p・127, 27． カナブンRhomborrhina japonica

p､128， 28． キョウトアオハナムグリ Protaetia

lenzi,本論文でCetonialenziとして新

種の記載をされたものである。

兵庫県産ハナムグリ研究史

眺腰寳顛こ兵庫県産のﾊﾅﾑグﾘの研究の歴史を

1879, L.v・Heyden， DieColeopterologischeAu.

sbeutedesProf・Dr・Reinin

Japan l874-1875.

Deut・Ent・Zeit.,XXIII,

Heft、 II :321-365.

ReinJohannJustus(1835～1918)がプロシャ公使館

顧問として東京に滞在したのは1874～1875年の2年間

である。その間前後6回にわたり日本の本州，四国，

九州を丹念に歩るいて主として甲虫を採集それをまと

めたものがこの論文である。始めにそれ迄の日本の甲

虫の研究史的なことにもふれていて収録された記録も

それ等のものがふくまれているものもある。全部で152種

の甲虫類が記録され．ガネムシ類は35種記録されてい

る。ハナムグリ類も7種（ヒラタハナムグリが1種入

っている）記録されている(p､346-347,No70-76). 兵

庫からの記録は4種でいづれも普通種のみであるから
●
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arktischenCetoniden,I(Col.)．

Ent・Mitt,．Ⅳ:17-26.

p.20-21に神戸産でCetonia(Eucetonia)Bodemeyeri

なる1新種の記載がある。神戸産なので筆者も可成り

調査したのであるがどうも色彩による変化のみで記載

されたようで現在のCetonia(Eucetonia)roelofsi(Har.

old)のシノニムとして取扱う方が良いと考える。

和名のみ記しておく。カナブン，アオカナブン， シロ

テンハナムグリ， コアオノ､ナムグリ。

1901,大上宇一． 播磨産金亀子科．

動物学雑誌,13(156):321-323．

日本人の手によって兵庫県下での甲虫の記録が発表

されたのがこの明治34年の大上宇一氏の一連の報文で

ある。コガネムシ科に就いては28種記録されている。

和名だけのもの，学名のついているもの，種の決定が

出来てないもの等々で現物を見なければ現在のどの種

に該当するものか良くわからないのもいる。学名も現

代の知見では可成り変更を要する。ハナムグリ類は8

種あるようだがどれが現在のどれに当るのか見当のつ

かないのがある。かって筆者は記録されたコガネムシ

全部に就いて現在の知見で検討した報文を発表したこ

とがある(MDKNEWS,Vol､25,NQ2: 17-2121,1973)b

どちらにしても当時の報告としては止むを得ない内

容になっていると思われるが現時点での引用には少々

困難を感じる。産地は現在の揖保郡下のものである。

1923，新島善直，木下榮次郎． こがねむしに関する

研究報告（第二入我国に産するこが

ねむし及其分布。

北海道帝国大学農学部演習林研

究報告,第港,第2号:1～253,pl.1-Z

この時代迄松村博士の研究を除いては日本のコガネ

ムシの研究は主として欧米人によって行なわれてきた。

それが日本人によって日本のコガネムシの綜合的研究

として初めて発表されたのがこの報文である。

この報文は両博士が、こがねむしの被害及び駆除に

関する研究報告(第一)〃を1917年に発表その続編とし

て日本に産するこがねむしの種類を分類し各個の昆虫

学上の性質を記載し更に識別点を明かにして主として

林業家の実用に供せしめ且つ各種の分布区域を確か虻

んことを期したと冒頭に書いてその目的を明示してお

られる。

当時の日本のことであるから朝鮮，台湾産もふくま

れ多くの新種の記載と図説がある。その当時迄に日本

産として知られた種で標本を検せられたものは全部訂

載があり，標本のないものは種名のみ記しておられる。

現在の知見からすれば同定の間違っている種もあり菊

種として記載されたものもシノニムとして姿を消さた

ばならぬものもあるが日本の当時のコガネムシの同定

には非常に役にたつ貴重な文献である。たぎしコガネ

ムシと言っても食葉類についてのみである。

兵庫県産の記録も従来の欧米人の記録の収録以外に

本書がオリジナルの記録も多い。兵庫県産の新種記葡

は無い。ハナムグリ類については僅かにカナブン（招

磨）の記録があるのみである。

1007,大上宇一． 播磨産甲虫類（承前)．

昆虫世界,11(116):155-160．

前回と同じ揖保郡下産の甲虫報告の一連のもの、内

この報文でコガネムシ科32種が記録されている。どれ

もデータがついていない。今回の方が全部に学名も入

っていて見当がつけやすい。ヒケコガネの立派な図が

入っている。ハナムグリ類は6種記録されている。勿

論いづれも普通種である。コガネムシ全般の配列も大

変バラバラである。

この報文に出る種に就いての検討も別に報告したこ

と力ざある(1973)。

1913, G.J,Arrow． NotesontheLamellicorn

ColeopteraofJapanandDe.

scriptionofafewnewSpecies.

Ann.Mag.Nat.Hist.,m(8)
: 394-408.

Lewisの1887, 1895年にまとめられた日本産コガネ

ムシ相には83種力罫記録されたがそれらに追加すべき種

及びシノニムとしての処理，同定の訂正，新種の記載

をふくみ109種の目録を発表された。本報文で11種が

新種記載されているがp､404にKobe産でProtaetiaho.

ndanaとして記載された種はキョウトアオハナムグリ

のシノニムとして現在P. lenziと取扱れている。

1933,関公一． 御影町附近産の甲虫目録(其の一）

昆虫界,1(3) :251-253.

大上氏の県下産コガネムシ報告以来の邦人によるニ

ガネムシ相の報告である。御影町附近となっている力

六甲山，摩耶山を含んでいるので現在の神戸市の東音

地域のものと解釈出来る。 38種のコガネムシが記録さ

れている。同定の間連とか学名の変更を要するもの望

は多くある。ハナムグリ類は8種記録されている。 ノ11915,M,Curti・ BeitragezurKenntnisderpala-
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コガネムシは54種記録されていてハナムグリは9種記

録されているが同定間違い或は学名の変更しなくては

ならないものもふくまれている。

1942，高橋寿郎． 神戸産はなむぐり亜科雑記．

昆虫世界， 46(542） ：306308．

カナブンの色彩変化， シロテンハナムグリの色彩変

化と神戸産に追加の3種の記録。

1943，高橋寿郎．神有沿線甲虫相．

昆虫世界, 47(548) :102-104.

47(549） ：133-135．

コガネムシ56種を記録。ハナムグリは9種。

1949，高橋寿郎. Cetoniinae亜科覚書．

昆虫科学， 6(27） ：55-61．

神戸産ハナムグリ13種の記録を解説する。

1基墓再'9

乗

1957，高橋寿郎． 神戸産ハナムグリ亜科甲虫に就

いて．

兵庫生物, 2(2) :101-103.

神戸産ハナムグリ12種に就いて報告した。前回(1949）

と数が減少しているのはCetoniabodemeyeriをC. ro-

elofsiと同一種として取扱っているため。
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代表的なものは説明してきたが所謂る県下全般を眺め

たハナムグリに関する報文と言うものは古くからもま

た之以後も残念ながらほとんど無く(僅に筆者が1959,

1963年に、兵庫県のコガネムシ類臘と題した報文が県

下のハナムグリ類全部をとりあげたものとしてある。

兵庫生物,Vol.3,No2:365-375,Vol.5,NQ314:252-259兆

一方部分的なファウナの中にふくまれたものは可成り

ある。今それらの内代表的なものを若干地名と報告者

名と発表年代を記しておく （詳しい表題は拙著蝋兵庫

県産甲虫類に関する文献目録，改定版， 1981〃を参照

して頂き度い)。

川辺郡，川西市（仲田， 1970, 1978, 1982).氷上郡

(山本， 1958，高橋, 1960).出石郡(高橋, 1963).多可

郡(西脇自然同好会， 1965).神崎郡(高橋， 1978).扇ノ

山(湯浅， 1960～1964,辻，岸田， 1972).但馬地域(高

橋， 1975, 1978, 1981).扇ノ山，氷の山，三室山（奥

谷，高橋， 1974).淡路島(堀田， 1974，高橋， 1975)．

兵庫県産ハナムグリ類の現在までの研究の概略を説

明して見た。
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浅くなり，腹節にはかすかな縦凹線があるだけ。前脹

節は罰では細く第1歯があるが早では太く2外歯があ

る。また暗い緑色がかった紫色を呈して一見別種と思

われるような色彩をしたものもいる。本種は日本各地

にも普通なのであるが北海道に分布していない。生態

に就いても詳しい報告もない。

産地：洲本市三熊山〔堀田， 1959, 1974〕*，先山〔堀

田， 1976〕・三原郡諭鶴羽山〔久松， 1974〕､川辺郡猪名

川町肝川,内馬場〔仲田,1978〕,槻並(1研,2-Ⅶ-1978)．

川西市多田(5畝， 24-Ⅶ-1938, 5旱， 24-Ⅶ-1938,2夢，

1手,4－Ⅶ-1941)，笹部（1旱,21－Ⅶ-1959,Tsuk-

aguchi leg.),笹部，見野，横地，東畦野，山原，芋生

〔仲田， 1978〕,能勢妙見山(1旱， 30－Ⅶ-1982).Hiogo

(Harold,1876, Heyden,1879]・神戸市御影〔関,1933),

摩郡山〔増田,橋本,1941〕,烏原(3罰,1早,12-Ⅶ-1938,

1早,10-Ⅶ-1938,1¥,22-Ⅶ-1938,2旱,14-Ⅶ-1973,1母

11-Ⅶ-1981,1母,13-Ⅶ-1982,1畝,1旱,9-Ⅶ-1982),山の

街(14乳4平,11-Ⅷ-1957,1畝,6早， 19-Ⅶ-1959),須磨

〔北村,1937〕,妙法寺〔鳥居,1962〕,白川(1乳2￥,26-Ⅶ

-1978,1罰,25-Ⅶ-1979),下谷上(1手,29-Ⅷ-1979)．播

磨〔新島,木下,1923〕､明石市明石公園(2exs., 29-W-19

75,1ざ'’26-Ⅵ-1978,1忽,12-Ⅶ-1978).飾磨郡家島〔上

田,1981〕．揖保郡〔大上,1907〕・氷上郡〔山本,1954〕,黒

井(1罰,2-Ⅶ-1955),妙高山(1忽,15-Ⅷ-1955).出石郡神

楽村〔北村,1937〕,松ヶ枝〔高橋,1963〕，出石町内町〔高

橋,1975,1981〕､豊岡市京町〔高橋,1975, 1981〕.養父郡

氷の山(2ダ,1旱,27-Ⅶ-1956） 〔高橋， 1981〕．

SubfamilyCetoniinaeハナムグリ亜科

TribeCetoniini ハナムグリ族
I

1.Rhomborrhina(s.str.)japonicaHope,1841

(Fig.1,9,24) カナブン

本種はF､W.Hopeの噸DescriptionofsomenewLa.

mellicornColeopterafromNorthernlndia恥と言う

表題の論文(Trans.Ent.Soc・London, II,pp､62-67,

1841）の中でp.64にシーボルトカ罫日本で採集した標本

でLeydenのDeHaan教授より送られたものであると記

して新種記載されている。詳しい産地は書いてない。

日本産ハナムグリで一番初めに学名を与えられたもの

が本種になると考えられる。

次いでBurmeister,H・は1842年Rhomborrhinaopal.

ina並びにR.clypeataを日本から記載している(Handb.

Ent､111)。これ等はいづれも現在では本種のことである

とされている。特にclypeataは変種として形短く巾広

きものであると言うのであるがそれ程はっきりした区

別は出来ないので現在では認められていない。

1875年にはWaterhouseによって職Japan.Verycom.

moninall the islands〃として記録された(Trans.

Ent・Soc.London,p.113,1875)。

HaroldはHiogoから記録し(Abh.Nat・Ver.Bremen,

V: 127, 1876), HeydenもHiogo産13,4f¥を記録し

ている(Deut.Ent・Zeit・XXIII,p.346-347,1879)｡その

後Dr.C.Gottscheが日本で採集した甲虫の記録の中に

も本種が入っている (Arch.f.Naturg,52: 194,1886)。

1887年G・Lewisは蝋変化のある種で非常に普通に産

する。Pryerは一本の樹から24時間に125頭採集した〃

と記すと共にThomsonの命名したR.squammulifera,

glauca両種は本種のことであると整理されている(An.

n.Mag.Nat・Hist・XIX,5: 198.)そして新島,木下両博

士によって図説された（1923)。

普通に見られる種であるが兵庫県下では山地帯には

余りいないのか記録が少い（普通種なので採集されて

いないのかも知れない力欝)。クヌギ類の樹液に集る･ く

ずれた朽ち木の中などに産卵。幼虫は朽ち木などの腐

植物を食べて育つ。 1～2年で成虫となる。

個体数減少と言う現象はうか守えない。相変らず多

くいる。色彩において濃緑色を呈する個体もあり，ア

オカナブンに近い色彩のものもいる。アオカナブンと

の区別は古く小寺正文氏力：図説されたこと力欝ある （関

西昆虫雑誌， 1巻， 2号, 1933)b罰では第1～第3腹

節にも縦溝がつずいているが字では後胸板の後方では

2．Rhomborrhina(s.str.)politaWaterhouse,1875

(Fig.2,11,24). クロカナブン

本種はWaterhouseによりYokohama産標本で新種と

して記載された(Trans・Ent.Soc.London,p.113,1875)。

その後LewisはBukenjiには8月に普通そしてKadzusa,

Sadoにも産するとされている(1°C.,p.197,1887)｡Arr-

owはTorynorrhina属の種として日本から記録している

(Arrowは日本産カナブン3種総てをTorynorrhina属

として取扱っている。 Ann・Mag.Nat・Hist.8,m, p.

395,1913)。

新島，木下両博士は図説をしておられる(1923)。

本種は県下では個体数の少い種である。県の中央部

あたりにはいるようだが北部方面での産の記録が無い。

氷上郡あたりは割合いたようであるが現在いるかどう

か。宍粟郡音水あたりにはいるようだが採集地点が見

つけ難いので個体数が仲々得られないようである。

＊産地で〔 〕の中のものは記録からの引用， （ ）の中

のものは筆者採集，標本所有のもの。
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-1981,1罰,11-Ⅶ-1981,1早,9-Ⅶ-1982,1早， 15-Ⅶ-19

82,1罰,3早,17-Ⅶ-1982),山の街(1¥,19-W-1959),箕

谷(1平,25-Ⅵ-1948),多井畑,下畑,板宿〔北村， 1937〕，

垂水下畑〔竹中,1935〕,妙法寺〔鳥居,1962〕,谷上(1ex.,

29-Ⅷ-1979).揖保郡〔大上,1901);氷上郡柏原(1¥,6-

Ⅷ-1955,1ダ,8-Ⅷ-1955).出石郡神美村〔北村， 1937〕，

中村〔高橋,1963,1981〕・城崎郡神鍋山〔原,1938〕,三川

山〔高橋,1975,1981〕・養父郡氷の山(2￥,27-Ⅶ-1956,

2平,21-Ⅶ-1958)〔高橋,1981〕・美方郡扇ノ山〔湯浅，
1961,辻，岸田， 1972〕．

4.Cetonia(Eucetonia)pilifera (Motschuisky,
(Fig.3,12,25) 1860)ハナムグリ

本種はMotschulskyにより日本産でGlycyPhana属と

して記載された(Etud・Ent.,1860,p.15)｡Waterhouse

も同じくGlycyphana属で蝋Japan,N・andS.〃として記

録している(1875)。

HaroldはCetonia属の種としてHiogo,Kiushiuから記

録した(Bull.SoC・Ent.Belg.1880, p.4)｡Reitterはそ

の大著Best.-Tab. (38),1898の中でEucetonia亜属の

種としてJapanとだけで収録している(p.38)。

Haroldが1877年Japan産として記録されたGlycypha.
napiligeraも本種のことである（これは種名を間違え

たのであろう。Deut.Ent・Zeit.,Xm, Heft. II :357)｡

新島・木下両博士により図説された(1923)。

全国的に普通に産する種である。成虫は5月頃から

出現し花に集る。幼虫はもろくなった朽ち木や腐葉土

中でそれら腐植物を食べる。 4～5月ごろ蛎化，次い

で成虫となる。卵から成虫までの期間は1～2年と言
われている。

伊豆諸島産のものはsubsp・izuensisNomuraとされ
る。

兵庫県下でも大変広くまた普通に産する種である。

罰では腹節の中央に縦凹がある。 ，

産地：洲本市先山〔堀田,1959〕・川西市多田(1乳1早，

18-V-1952),笹部（仲田, 1972]・西宮市香櫨園(83,

10-V-1941, 2f,10-V-1941,2¥,12-V-1941,11f,

14-V-1955),岡田山〔前多他,1974).神戸市御影(1ex.,

28-N-1961,Tsukaguchi leg.)[関,1933),住吉(2cJ,

1旱,9-V-1955,1f,16-V-1934, 1芋,19-V-1936),摩

耶山〔増田,橋本,1941〕，烏原（1乳25-Ⅳ-1939, 1畝，

4-m-1939,143,18f,2-V-1954,23,17-V-1953,2c7,

4f,25-V-1953,1cZ,1¥,25-V-1958,33,10-V-1959,

1f,28-V-1972,5exs.,22-V-1980,1ex.,4-V-1981,2ex

s.,9-V-1981,1ex.,16-V-1981,2exs.,9-V-1982),谷上

(1ex.,7-V-1961),高取山〔鳥居,1962],押部谷木見(1ex.,
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多井畑〔北村， 1937〕，西垂水〔烏居， 1962〕，藍那(1

ex., 5-W-1978),下谷上(1ex., 4-m-1979), 押部谷

木見(1ex.,24-m-1980)．三田市永沢寺(1ex., 3-W-

1978)．多可郡鳥羽(1ex.,29-W-1972),三谷(1ex.，

29-W-1974, 1ex., 26-m-1975, 2exs., 12-V-1974,

4exs., 18-V-1974, 2exs.,24-V-1975)． 朝来郡須留

ヶ峯(1ex., 9-W-1975,M.Yumaleg.)神崎郡大河内

町川上(5exs.,4-W-1977, 1ex., 18-VI=1977),飾磨郡

家島(2exs.,26-V-1978)．相生市三濃山(3exs.,7-

V-1972, 2exs.,6-V-1973, 5exs.,8-W-1974),揖保

郡〔大上, 1901).宍粟郡福知渓谷(1ex.,20-W-1976

)，水谷(3exs., 17-W-1981),音水(17, 2早, 20-

W-1959, 83, 1", 31-V-1970, 2exs.,V-1972,

5exs., 11-VI-1972, 1ex.,25-W-1972, 1ex.,16-W-1972,

1ex.,11-m-1978),赤西(1ex., 9-m-1978),坂の谷(1

ex., 9-W-1973).氷上郡〔山本, 1958).出石郡神美村

〔北村， 1937〕，出石町榎見〔高橋， 1963, 1981〕・豊
岡市愛宕山，大岡山，神武山，森尾〔高橋， 1975, 19

81〕・養父郡氷の山（1罰， 22-Ⅶ-1954, 2罰， 3早， 25
－Ⅶ-1955, 4畝， 2旱， 27-Ⅶ-1957, 4乳1旱， 25-Ⅶ-

1959） 〔高橋， 1981〕・美方郡扇ノ山〔高橋, 1960).

16-Ⅶ-1980),谷上(1ex.,7-V-1961),多弁畑〔北村1937],

須磨(13, 18-V-1939),鉢伏山(2exs., 3-V-1959,

Tsukaguchi leg.).明石市明石公園(3exs.,21-V亨1975)．

高砂市伊保町〔森田,1974〕・飾磨郡家島〔上田,1981〕・揖

保郡〔大上,1901)・氷上郡〔山本,1958)・城崎郡神鍋山〔原，

1938〕,城崎(1¥,17-V-1970).養父郡氷の山(1ex.,25-

Ⅶ-1955)〔高橋,1959〕・美方郡扇の山〔湯浅,1960,辻，

岸田， 1972，高橋， 1981〕．

5．Cetonia(Eucetonia)roelofsiHarold, 1880

(Fig.3,13,26) アオハナムグリ

本種はHaroldによりJapan(Hakodate)を産地として

新種記載された種である (Bull.S"Ent.Belg.,p,v，

1880)｡新島，木下両博士の図説まで余り文献にはあら

われていない。普通種にしては案外である。本種は日

本中に産し、前種ハナムグリに混同して産す。個体数

は前種に比しや、少いようである。光沢は一般にはな

いが中に艶のある個体も得られる。Reitterにより異常

型力§記載(Verh.Nat.Ver・Brunn.37:55, 1898) され

ているがab.nitidulaは光沢を有し白斑を欠く, ab.vill-

ifronsは光沢無く緑黒色をなし下面全面緑色を呈し，

前胸背に紫色縁なしというもの。更にC.bodemeyriな

る種がCurtiによってKobeから記載されている(Ent.

Mitteil.N,p､20,1915)が記載のみでは本種と区別は

出来にくい。いづれも本種の色彩及び光沢の変化によ

る範囲内にあると考えられる。

五島列島に産するものはsubsp・gotoanaNakaneと称

される (Akitu,11巻, 4号, p.48, 1964)。

前種と同じ様に成虫は5月ごろから出現し花に集る。

幼虫はもろくなった朽ち木や腐葉土の中で育つ。 4～5

月頃蝿化する。罰では腹節の中央に縦凹がある。

兵庫県下全域に広く公布している。

産地：三原郡諭鶴羽山〔堀田,1974〕・洲本市先山〔久

松， 1974，堀田， 1976〕,安乎町〔堀田， 1979〕・川辺郡

猪名川木間生，内馬場〔仲田， 1978〕・川西市山原，笹

部,大和〔仲田,1978〕・宝塚市武田尾(43,25-v-1954).

Kobe(Curtis,1915),神戸市摩耶山",27-V-1953,
1早， 14-Ⅷ-1953） 〔増田，橋本， 1941〕，烏原（2罰，

壗譽淵｡l零コ
22-V-1938, 53, 1－Ⅵ-1941, 1

23-V-1980, 1ex., 16-V-1981),

1942)，山の街(13,3f, 12-V-1949, 27,", 22-

V-1949, 2En,5－Ⅵ-1949, 13, 5-V-1954, 13, 7-

V-1950, 1<n, 30-W-1950, 23, 17-V-1953, 13,

16-V-1954, 2cn, 30-V-1954, 13, 13－Ⅵ-1954, 1

手， 5－Ⅶ-1954)，箕谷(43, 23-V-1948, 4旱, 6-VI-

1948， 2手, 9-V-1948),丹生山(1¥, 15-V-1955),

6．Protaetiabrevitarsis (Lewis, 1879)

(Fig.4,14,26) シラホシハナムグリ
LewisによりCetoniabrevitarsisとしてfromSouth

Japan,whereit isverycommonとしてNagasaki産で
新種記載された(Ann.Ma9.Nat・Hist.5,W,p.463,1879)。

更に1887年には､foundinJapan,asfornorthasKio-

tO〃として記録その所で噸Thereisaseriesisthe

BritishMuseumfromKorea〃と記している(1.C.,5,

19：198,1887)。

Arrowは東洋地域のProtaetia属の検索を示された

が同時に本種もProtaetia属として取扱れた(Ann.Mag.

Nat.Hist.,8,11:405-407,1913)｡氏は従来の小範囲の
Protaetiaでなく, Potosia,Liocola,Pyropotosia,Pr.

otaetiaの4属を総てこの属と扱った。

村山博士は図説されたがLiocola属を用いられた(19

50)b新島，木下両博士はLiocola属で図説されたがそ

の記載及交尾器より見れば真のbrevitarsusではなく

cataphractaとorientalisを含んだものを指しており図
版の交尾器は明らかにcataphractaのものである。

八幡英夫氏は日本産Protaetia属に就いての再検討を
された（昆虫， 15巻， 2号,p､75-84,1941)｡その中で本

種に就いてのそれ迄の整理をされた。

日本産は原亜種でシベリア，アムール，朝鮮産は夫

々別亜種とされている。手許には3地方の亜種をそれ
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ではまばらで芋には密な点刻を有す。後陛節の端刺は

罰では鋭く尖るが￥ではや、鈍い。

産地：川辺郡東谷村妙見山西方〔今西， 1938〕,猪名

川町木間生〔仲田， 1978〕,川西市横地，笹部〔仲田，

1978〕､神戸市六甲山(1￥， 16-Ⅶ-1938).宍粟郡音水(2

早早, 20-W-1969).出石郡出石町内田〔高橋, 1963).

美方郡湯村（1旱， 23-Ⅶ-1952)．

8． Protaetia lenzi (Harold. 1876)

(Fig.5,16,27) キョウトアオハナムグリ

本種に就いては筆者が詳しく報告(1978, 1979)して

いるので此処では産地のみ記録しておく。データのつ

いているのは上記報文以後の記録である。

産地：淡路島（？).川辺郡猪名川町,内馬場,木間生．

川西市大和，横地，笹部，西畦野，黒川，妙見山．宝

塚市売布山手1丁目[1gi,23-m-1970,加藤,1981)・神戸

市原田，野寄，摩耶山，御影，多井畑,-本山，須磨鉢

伏山，太山寺(1早, 23-VI-1982,M.Tanaka leg.),須

磨(13,9-W-1982,Y.Hachiyaleg.).明石市明石公園

氷上郡柏原．出石郡出石町内町．城崎郡香住．

9.Protaetiaorientalissubmarmorea(Burmeis-

ter, 1842) シロテンハナムグリ

(Fig.6,17,27)

シロテンハナムグリの同定は可成り混乱していた。

Potosia(Calopotosia)aerataErichson,1834(当初Cet.

onia属）をシロテンハナムグリとしていたがArrowは

Protaetiaorientalisのシノニムとされた(1913) (本種

も当初Cetoniaで記載された。Mon.Cet.,p､57193,t.

34,f.6,1933兆かっては日本の多くの図鑑ではLiocola

brevitarsisの学名で取扱って真のシラホシハナムグリ

と違っていた。

可成り変化がある種なのでそれが混乱の原因の一つ

ともなっていたと考えられる。原亜種はヒマラヤ， カ

シミール，支那，台湾に分布している種である。手許

に北支那産1芋がある。原亜種に当ると思われるが日

本産亜種との区別はそれ程明瞭ではない。 日本産亜種

はsubsp.submarmorea(Burmeister)(Cetonia属.Ha-

ndb・Ent., p､472,1842) として扱われている。体色の

変化，体長の変化も多くある。 日本各地（但し北海道

には分布していない）に普通に産する種で5～9月上旬

に出現。 トカラ諸島にはsubsp.tokaranaNomura,1964

を産する。本亜種は奄美大島以南には分布していない

ようである。

兵庫県各地に極めて普通に産する種である。完全な

生活史はまだ解明されていないように思う。成虫は5
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産に比し黒色斑紋が少く，黄褐色部がより多い。台湾

にも分布している。台湾産も同じ様な斑紋の傾向力;う

かぎえる。

成虫は5月ごろから出現し，樹液に見ることが多い。

幼虫はもろくなった朽ち木， また腐葉土中で腐葉植物

を食べているものと思われる。尾節板研では中高であ

る。
‘‘ノ

産地：洲本市物部〔堀田,1977〕’三熊山〔登日,1977〕・

津名郡一宮町江井〔堀田,1980〕・川西市芋生〔仲田， 19

78〕､西宮市内(13,10-m-1999).神戸市御影〔関,1933,
柴内,1950),六甲山〔柴内,1950),摩耶山〔増田,橋本，

1941〕,烏原(1忽,11-Ⅵ-1958,1ダ,22-Ⅵ-1942,13,23-

Ⅶ-1939,1畝,15-Ⅵ-1942幾1ダ,21-Ⅶ-1939)，板宿〔北

村,1937〕・氷上郡〔山本,1953〕,黒井(1罰,8-Ⅶ-1955, ,
lcn,13-m-1955,13,18-W-1955)．出石郡但東町奥矢

根〔高橋,1963,1981〕，出石町内町〔高橋,1975,1981〕．

月から見られ，樹液などに集るが花に飛来しているの

も結構いる。幼虫はもろくなった朽ち木， また腐葉土

の中でそれらの腐植物を食べて育ち， 1～2年で成虫

となる。

腹部はダではや、弓形に曲がり中央はかすかにおさ

えられる。尾節板は罰では先端近くで強く中高になる。

産地：洲本市先山〔堀田,1976〕・川辺郡猪名川町木間

生，清水，内馬場〔仲田,1978〕､川西市多田(1忽,4-Ⅷ-

1941,4乳19-Ⅵ-1939),笹部,花折橋付近，東畦野，黒

川〔仲田,1978〕・ Hiog(Heyden,1879].神戸〔八幡, 19

41〕,御影〔関,1933〕,摩耶山〔増田,橋本,1941〕，烏原(6

忽,1￥,27-Ⅷ-1939, 33,1旱,6-Ⅶ-1939,6罰,1平,23-

Ⅶ-1939, 23,1平,26-Ⅷ-1939,1¥,3-Ⅶ-1938,1平,9－

m-1938,2f,25-m-1939,1f,16-V-1939,23,13-W-

1939,1ギ,2-Ⅵ-1939,2￥,15-Ⅶ-1939,1早,18-Ⅵ-1939,

1旱,4-V-1980),高取山〔安谷,1940],多井畑(1<7,21-

Ⅷ-1955)，須磨(2罰,1芋,6-Ⅶ-1939),妙法寺〔鳥居,19

62〕,下谷上(1¥,29-Ⅷ-1979)，押部谷木見(1¥,24-Ⅷ

-1980).明石市明石公園(3exs.,15-W-1975,13,1旱，

29-Ⅵ-1975).高砂市伊保町〔森田,1974〕・多可郡三谷(1

ex.,26-m-1975,1ex., 13-m-1975).飾磨郡家島〔上田，

1981〕,揖保郡〔大上,1901]・氷上郡〔山本,1958),柏原(1

¥,6-m-1955,1¥,10-m-1955),黒井(13,1-m-1955,

1￥,15-Ⅷ-1955,1¥,18-Ⅷ-1955)，佐治(1芋,2-Ⅷ-19

55).出石郡神美村〔北村,1937〕,出石町川原〔高橋,1963,

1981〕ｧ桐野〔高橋,1975,1981〕・豊岡市神武山〔高橋，

1975,1981〕・城崎郡香住小原〔高橋,1981〕・養父郡氷の

山〔高橋,1959〕・美方郡扇ノ山〔湯浅,1960,辻，岸田，

1972，高橋， 1981〕．

11．GlycyphanafulvistemmaMotschulshy, 1860

(Fig.7,19,28) クロハナムグリ

MotschulskyによりMongolia,Daurienを原産地で記

載された種である (inSchrenk'sReiseAmurlander,

p.135, 1860)｡

日本からの記録はWaterhouseが初めてだろうと思わ

れる(Trans・Ent.Soc・London,1875,p.114)。その後

Reitterはその大著Best. .Tab. (38)1898.p.44にOsts.

ibirienundJapanとしてGlycetonia属で記録している。

Waterhouseは本種の記録の時EuryomiasieboldiV.

ollenhovenをGlycyphana属の種として独立種でJapanを

記録している。この種は種名にあるように日本産で記

載された種であろうと思われる(Tijdsch・Ent.Nederl.

vii,1864,p.158)。現在は変腫として扱われている。

新島，木下両博士により京都，東京を産地として図

説されている(1923)b

本種は日本全国に分布し個体数も多い。台湾に産し

ながら琉球列島からの記録がないようである。

県下にも広く分布し普通に産する。たぎ一度に多数

の採集と言うケースは割合少いようである。

台湾，朝鮮， ソ聯等にも分布している。筆者も夫々

の産地の標本を所有している（台湾捕里産3伊伊，Ⅶ

-1958,2ダダ,2早早,Ⅶ-1965. ,朝鮮這遥山， 2叡罰,20

-Ⅵ-1939， ソ珊産1旱,21-Ⅵ-1962)。日本産に比して台

湾産は白斑が小さく朝鮮産は大きく， ソ恥産もふくめ

て体は日本産より細長い感じである。

成虫は5月ごろから出現し一般に花に来て，花にも

ぐっているのが多い。幼虫はもろくなった朽ち木や腐

葉土中でそれらの腐植物を食べて育ち， 1～2年で成

10． AnthracophorarusticolaBurmeister, 1842

(Fig.6,17,27) アカマダラコガネ

本種はBurmeisterが産地をJapanとして記載された

（日本産ハナムグリとしては二番目に学名を与えられ

た種である。Handb.Ent.,Band､ III,p.624,1842)。その

後日本を産地としてはHarold(1878),Lewis(1887),

Waterhouse(1875)の報告があるが具体的な産地の記

録は無い。新島，木下両博士によって本州，九州，東

京の産を報告された(1923兆

本種は個体数のそう多くない種で， 1度にまとまっ

て採集出来るようなケースは少く割合散発的に採集出

来る。また県下の山間部での記録がほとんどない。そ

のあたりどの様な状況か調べて見なくてはならない。

日本には広く分布しているが北海道の分布は無いよう

である。

朝鮮並びにシベリア産の標本を所有している力笥日本
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12.GlycyphanatonkinensisviridisSawada,

(Fig.7,20,28) 1942 ホソコハナムグリ

本種は澤田玄正博士が1942年台湾のKuraru,Sizynk.

einearK6syu産7ダゲ'でGlycyphanagracilisとして新

種記載され同時に日本の奈良，春日山産2ざ'研， 1手，

土佐中村産1ざ!，九州鹿児島産1手をもってsubsp・vi-

ridisとして記載された所謂る日本産砺障なのである(Z-

ool・Mag., Vol.54, NQ6,p.240-242,Fig.a-d,1942)。

"zI沸求裕和氏はトンキン原産のG.tonkiensisMo-

ser (DeutscheEnt.ZeStschr､1914, p.594)の夫々亜

種として取扱っておられる(昆虫と自然,Vol､15, NQ2,

1980)。

日本亜種は原産地にあるように奈良春日山とか鹿児

島市内或は佐多岬等には比較的多くいるようである。

筆者の手許にも春日山産2ケ'3， 1¥(芝田太一氏ｲ鰈)，

鹿児島県佐多岬産1畝， 1旱（三宅義一氏採集),鹿児島

市内城山産1研,2早早(加治木氏採集)等の標本がある。

分布としては本州，四国，九州，屋久島となってい

る。兵庫県下からは全く記録されていなかった。 1982

年4月25日神戸の太山寺でシイの樹より割って田中正

治氏が1畝を採集，持参見せて下さった。今の所県下

ではこの1畝のみであるが恐らく他の産地があるよう

に思われる。何んとか調査を続けてその分布を知りた

いものである。

本種は野村氏により原色で図説されている(1963)。

産地：神戸太山寺(13,25-W-1982,M.Tanaka

leg.).

13．Oxycetoniaforticula (Janson,1881)

(Fig.22,29) ヒメハナムグリ

本種はJansonによってJapanを産地としてGlycypha-

､a属で記載された(Cist.Ent・ii,1881, p､608)その後

この原記載の標本は産地が示されていないが多分､the

islandofKiushu〃から来たものだろうと言い，一方

typeと多少違った所はあるがLooChoolslandで採れ

た本種の第2番目の標本をPryerが送ってくれたと書

いている(Cist・Ent.6,i,1888, p.194)。

LewisはJansonのコレクションのものを記録した

(1887)b

Arrowは1913年G. jucunda,G. forticula両種は大変

良く似ているが共にOxycetonia属の種であると発表さ

れた(Ann・Mag.Nat.Hist､8,xii, p,396, 19131

沢田玄正博士は琉球産の多くの標本を検された結果

〕

7

と

り

〕
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てG. jucunda,Fald.と同一種であるとの見解を発表さ

れた(1887)。

Arrowは前種の所で述べたようにG. jucUnda,Fald.

及びforticula,Jans.の両種をOxycetonia属のものであ
ることを述べている(1913)。

新島，木下両博士は日本の各地の産，従来の文献で

の産地をふくめた図説をされた(1923兆

本種は日本各地に普通に産する種であると共に分布

も可成り広く南方におよびシッキムとかネパール， シ

ベリア， カリフォルニア等にもいるようになっている。

日本の南方の諸島にいるのは亜種を別けて取扱われ

ている。次に亜種名を記しておく。原亜種は日本全国

（北海道から対馬，屋久島まで） と済州島，朝鮮， シ

ベリア，支那である。尚異常型が記載されているので

之に就いては後で述べる。

subsp. ishigakiana Nomura, 1959．石垣島．

subsp・miyakoana Nomura, 1959.宮古島,伊良部

島，西表島．

subsp.yonakunianaNomura, 1959.与那国島．

極東地区に広く分布しているOxycetoniajucunda(Fal.

derman)の1亜種として取扱うべきであるとされた(虫

報, NQ2,p.8-10, 1950)｡そして一応この取扱で暫くは

経過した力欝1966年野村鎮氏は九州では両者(G・jucu･

nda&ssp・forticula)共に産するので別種として取扱

うべきとの考えを示された（桐朋学報， 15号, p.91,

1966)。

独立種であるのか亜種であるのか材料が充分に無く

生態なども全くわからないので判断し難いが少くとも

筆者の所有している本種の田交尾器は0. jucundaと異

るので別種と考えてもよいのではないかと考える （所有

標本：鹿児島県佐多岬産2訊畝， 1旱． トカラ諸島宝島

産1忽， 1¥．奄美大島産1忽， 2早￥・沖縄本島産1研，

1平たたず九州以南諸島に分布している0. jucundaの

各亜種との区別は可成り困難である。

外見での区別は相当困難であり最近両者の区別に就

いて石田正明氏も詳しく検討しておられる (Elytra,7

巻， 2号, p.42-43, 1980)。

兵庫県下では淡路島からの記録があるが標本を検し

ていないのでよくわからない。

産地：三原郡福良〔久松， 1973〕． 兵庫県下でも普通に産する種である。成虫は4月ご

ろから出現し，花に集まる。幼虫はもろくなった朽ち

木や腐った落葉の中などにもぐっている。幼虫はこれ

ら腐植物を食べて育ち4～5月ごろ鯆化する。卵から

成虫までの期間は1～2年と言われている。これ程の

普通種でありな力苛らその生活史の詳しいものは見当ら

ない。僅かに細辻，吉田氏の報文があるがこれは貴重

である （芝生の病虫害と雑草， 1979)。

尾節板の点刻はざ'より子の方が密で，前雁節の外歯

と後睦節の端刺は罰では共に鈍く尖り， ¥ではや、鈍

い。

産地：津名郡津名町大皿大日ダム〔堀田,1974〕・洲本市

先山〔久松,1973，堀田,1974,1976〕，安乎町〔堀田,19

79〕・川辺郡猪名川町槻並，上阿古谷，清水，木間生，

上原〔仲田,1978〕・川西市笹部，妙見山上〔仲田,1978〕・

西宮市甲東園〔戸沢,1936〕,岡田山〔前多他,1974)&Hio-

go[Heyden, 1879].神戸市御影〔関,1933),摩耶山〔増

田，橋本， 1941〕,烏原(8exs.,22-V-1938,12exs.,23-K

-1937,2exs., 22-V-1938, 1ex.,19-m-1937, 1ex.,5-V

-1938,1ex.,29-N-1939, 1ex.,1-W-1941,1ex.,10-W-19

39,1ex.,2-V-1939),箕谷(5exs.,16-V-1949, 26exs.,

9-V-1948),板宿〔鳥居,1962),舞子(3exs.,5-V-1939),

谷上(1ex., 29-m-1979),妙法寺(6exs.,11-m-1978, 1e

x.,4-X-1978,1ex.,23-V-1979),押部谷町木見(1ex.,24

-m-1980).明石市明石公園(1ex.,21-W-1975).高砂市

伊保町〔森田,1974〕・多可郡加美町三谷(2exs.,29-m-19

14. Oxycetoniajucunda (Faldelmann, 1835)

(Fig.7,21,29) コアオハナムグリ

本種の原記載はFaldelmannがCetonia属でしている

(Med・ Acad・ Peterosburg,II,p.386,p1.Ⅳ,f､4,5,18

35)｡この原記載見たこと力罫無いので基本産地は何処な

のかよくわからない。他の多くの文献も調べて見たが

原産地はわからなかった。Arrowもタイプはわからな

いむね記しておりシノニムとなるCetoniaprasina及

UrC. sanguinalisはBritishMuseumにあると書いてお

られる(FaunaBritishlndia,Coleop・Lamel1.1910)｡日

本での産で無いことは確である。 日本からの本種の記

録の一番初めてはWaterhouseのGlycyphanaargyros-

tictaBurm・Japan,N.andS.と言う(1875)のと同じ

年にE. v.HaroldのGlycyphanajucundaの日本からの

記録(1875）のものであると考えられる。Waterhouse

はこの時点でG.albosetosaをシノニムとされているが

何故か0． jucundaなる種力爵全然出て来ない。Haroldは

1877年の論文にも0. jucundaを記録している。

L.v.Heydenは1879年にG・jucundaFalderm. (1835)

var.argyrostictaBurm.(1842)=albosetosaMotsch.

(1861)としてMino,Echizen,Hiogo&Kiushiuを産地

に記録された。

G・LewisはG・Goryi,Guerin,G.argyrosticta,Bur-

､.,G.Kuperi,Schaum.,G・albosetosa,Motsch.はすべ
＝

-10-
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簿
かつたミヤコツヤハナムグリに就いて紹介させて貰い

度い。同じグループのものであるからお赦しを頂き度

いと思う。

o ミヤコツヤハナムグリについて

新島善直，木下榮次郎両博士は1923年シラホシハナ

ムグリの標本の中から雄の交尾器が全く異る種として

ミヤコハナムグリLiocolamiyakoensisNiijimaetK-

inoshitaなる新種を発表された(Res.Bull.,Coll.Exp.

Forest,Coll.Agr.,Hokkaidolmp.Univ.,Japan, II(2):

170, 233, Taf､11,f,6,Taf.V,f.14,Taf.Ⅶ, f.17,19

23)｡そして産地を宮古島と土佐（宿毛） とされた。

新島，木下両博士の原記載には全形圖並びに写真，

交尾器の図とついているので一応本種がどんなもので

あるかわかるのであるがその後現在にいたるまで本種

を正確に記録されたものがほとんど発表されなかった

ab・ ferruginosa (Reitter, 1898).
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7,2Fxs.,23-K-1939,2exs., 5-W-1939),箕谷(2exs.,
9-V-1949),舞子(2exs., 5-V-1939).

ことから幻のハナムグリのような印象をいだいていた。

原記載以後1933年加藤正世博士力劃原色で図説され

（分類日本昆虫図鑑，第八輯, p1.12,f.2),平山修次郎

氏も1941年に原色で図説された(原色甲虫図譜,p1.24,

f.2,p.59), しかし夫々違って図説されている（平山氏

のものはProtaetialewisiJansonの小形種であると，

八幡， 1941．加藤氏のものもP. lewisi Jansonのよう

な気がするがこの方はまだはっきりしない)。

新島，木下両博士が新種として記載された時使用さ

れたタイプ標本も1忽だけが正しくallotypeはP. pry･

eriであり，四国産のparatypeはP.orientaljsであった

と （野村， 1966％このようなことから本種力苛どんなも

のであるかを知りたく考えていた。

1930年は結構ハナムグリ類の分類，調査をやる人も

多く筆者もその1人として多くの標本を集めたもので

あるが何分交通事情が悪く，戦時態制下の諸制限等も

あり充分なる採集調査が出来なかったため遂にわから

ぬま、筆者も戦地に出掛けてしまった。

戦争末期に発表された八幡英夫氏の、日本産Prota-

etia属の種に就いて〃 （昆虫, 15巻, 2号, 1941)なる

研究論文の中でも本種はわからぬま、記載されなかった。

終戦直後に発表された澤田玄正博士の蝋琉球列島の

コガネムシ類〃 (JournalAgr.Sci.TokyoNodai, I1(2)

:292, 1950）の中でも本種はわからぬま、学名だけが

含まれているにすぎない。

戦後日本の範囲も狭くなってしまったこと力罫所謂る

南西諸島の詳しい調査がおこなわれるようになった。

ところがあれだけ物議を醸す程昆虫採集の徹底実施が

おこなわれているにもか、わらず本種に就いての記録

ab. dolens Kraatz, 1879

アムール原産。黒色にて斑紋比較的少いか或は欠く。

日本各地にいる。北海道産は光沢あり，台湾にも産す

ると。県下でも注意すれば採集出来る。

産地：西宮市香櫨園(4exs.,19-V-1939).神戸市烏原

(1ex., 27-V-1939),須磨(1ex., 18-V-1939).

以上兵庫県産ハナムグリ族14種についてのべたが本

州産の他の1種と言うのはミヤマオオハナムグリ

Protaetialugubrisinsperata (Lewis,1879)である。

|原亜種はヨーロッパに広く分布するP. lugubris(Herb.

st, 1786)である。 日本産のものは前記萌種扱されて

いるが北海道，本州，四国，九州に分布している種で

北海道には割合普通にいる種のようである （筆者の手

許にも北海道産1畝， 6¥がある入その他の地域にど

の様に分布しているのか良くわからないが近畿地方で

は少くとも高野山あたりの山地帯にはいるようである

（伊賀,. 1955)｡兵庫県下での記録は全く無いが北部山

地帯に産する可能性は充分ある。 もっと詳しく調べて

見たい。

兵庫県下には本州産ハナムグリ族のほざ全種が分布

しているが各種の分布に就いてはさらに北部方面の詳

しい調査で変ってくるものと期待出来る。

さて最後に兵庫県産には全く関係のない種であるが

長い間ハナムグリ類の調査をしてどうも良くわからな

－11－
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蛾

Fig.6.左.シロテンサ､ﾑグﾘProtaetiaorientalisubmarmorea (Burmeister,1842)
神戸市押部谷木見産， ¥,24-Ⅷ-1980．体長25mm

右.アカマダラコガネAnthracophorarusticolaBurmeister,1842

神戸市烏原産， ざ' ’16-Ⅶ-1967．体長20mm

Fig.3.左.アオハナムグリCetonia(Eucetonia)roelofsiHarold,1880.
明石公園産， ￥,21-Ⅵ-1975．体長･20mm

右.ハナムグリ Cetonia(Eucetonia)pilifera(Mtschulsky l860)

神戸市御影産， ざ' ,28-Ⅳ-1961．体長･'6mm

、

Ｉ

Fig.7.左‘クロハナムグリGlycyphanafuluistemmaMotschulsky, 1860.

神戸市山の街産， 7－Ⅵ-1959．体長14mm

中.ホソコハナムグリGlycyphanatonhinensisviridisSawada,1942

神戸市太l｣I寺産， 13，25-Ⅳ-1982．体長11mm

右.コアオハナムグリ0xycetonia jucunda (Faldelmann,1835).

神戸市下谷上産， 29-Ⅷ-1979．体長14mm

Fig.4.左.シラホシハナムグリProtaetiabrevitarsis (Lewis,1879)

氷上郡市島産， ざ' ’25-Ⅶ-1955．体長･20mm

右.ムラサキﾂﾔﾊﾅﾑダﾘProtaetiacataphractaArrow, 1913.

美方郡湯村産， ¥,27-Ⅶ-1952．体長･24mm

、 F｣

Fig.8, ミヤコ､洋パﾅﾑダﾘProtaetiamiyakoensis (NiyimaetKinoshita,1923)
宮古島産，乳体長23mm,伊,体長24mm.¥,体長24mm、
22－V－1973．

Fig.5.ｷﾖｳﾄｱｵパﾅﾑク|jProtaetia lenzi (Harold, 1876)
明石市明石公園産,3-Ⅶ-1977.左,ざ'体長22mm.右,系体長23mIn

－13－
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兵庫県産ハナムグリ類の各種の雄交尾器（1）

I

Fig.12． 側面図 背面図
Cetoniapilifera(Motsch.） ハナムグリ

Fig.9.背面図 側面図
Rhomborrhina JaponicaHope カナブン

Fig. 13. 側面図 背面図
CetoniaroelofsiHarold・ アオノ､ナムグリ

Fig.10. 背面図 側面図
RhomborrhinaunicolorMotschulsky アオカナブン

I

Fig.14. 背面図 側面図
Protaetiabrevitarsis(Lewis)

Fig.11. 背面図 側面図
RhomborrhinapolitaWaterhouseクロカナブン シラホシハナムグリ

－14－
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兵庫県産ハナムグリ類の各種雄の交尾器（2）

｝

Fig.15． 背面図 側面図

ProtaetiacataphractaArrowムラサキﾂﾔﾊﾅﾑｸﾞﾘ

Fig.18. 背面図

AnthracophorarusticolaBurmeisterアカマダラコガネ

≦く昌、

Fig.16． 背面図 側面図
Protaetialemzi (Harold)． キョウトアオハナムグリ

Fig.19． 背面図 側面図 ．
GlycyphanafulvistemmaMotschulsky クロハナムグリ

ノ

側面図 Fig.20Fig.17． 背面図 背面図
Protaetiaorientalissnbmarmorea(Bwrmeister)ｼﾛﾃﾝパﾅﾑグﾘ GlycyphanatonkinensisviridisSawadaホソコハナムグリ

－15－
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兵庫県産ハナムグリ類の各種雄交尾器（3）

Fig.21． 背面図 側面図
OxycetoniajUcunda(Faldelmann) コアｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ

’

､

Fig.24.カナブン(o),クロカナブン(o)
の記録地点

Fig.22． 背面図 側面画
0xycetoniaforticula(Janson)ﾋﾒﾉYﾅ今ﾑグﾘ(奄鰡産）

ミヤコツヤハナムグリ雄交尾器

．・・・･嘩
菟

●
●

ロロ

』

／／

Fig.23． 背面図
Protaetiamiyahoensis(NiyimaetKinoshita)
ミヤコツヤハナムグリ （宮古島圏

側面図
ハナムグリ(o)Fig.25．アオカナブン(●）

の記録地点

－16－
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’

Fig.28． クロハナムグリ(o),ホソコハナムグリ(o)
の記録地点

Fig.26.アオハナムグリ(o) ,シラホシハナムグリ(o)
ムラサキツヤハナムグリ（×)の記録地点

Fig.29． ヒメハナムグリ(o), コアオハナムグリ（●）
の記録地点

Fig.27.キョウトアオハナムグリ(o),シロテンハナムグリ(o)
アカマダラコガネ(×）の記録地点

－17－
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兵庫県産蝶類分布資料（3）
ジャノメチョウ科⑰種の記録

広畑政己
伸一、佐々木薫、清水浩二、高嶋明、高田忠彦、竹内

俊行、藤原進、徳岡正己、西隆広、山本正勝、吉田豊、

米村和繁、若林守男 （アイウエオ、敬称略）

はじめに

これまで県下で採集されたジャノメチヨウ科の蝶は

16種を数える。この中でウスイロコノマチョウは、時

おり採集される程度で、偶産種と思われるが、 クロコ

ノチョウについては近年採集記録も増え、土着の可能

性が強くなっている。

従って、このクロコノマチョウを土着種として加え

ると、県下では15種が土着種ということになる。

美しいゼフイルスや、大型で目につきやすいアゲハ

チョウ科やタテハチョウ科の蝶は好んで調査も行われ

るが、ジャノメチョウ科の蝶は、地味で目立たないた

め人気もなく、分布調査となるとなかなか足が向かな

いのが実状である。

しかしながら、近年県下においても同好会が数多く

発足し、同好諸氏の御活躍によって新しい産地も次第
に増えている。

そこで、山本(1971).、山本・吉阪(1965)など以前に

報告されたジャノメチョウ科に関する文献を基礎資料

に、新しい記録を加え、県下に分布するジヤノメチ

ョウ科6種の採集記録を筆者の知る範囲で取りまとめ

て報告した。

本稿で取り上げた種は、県下では比較的珍しい種に

絞って分布をまとめている。

ウラナミジヤノメ、 クロコノマチョウ、ウスイロコ

ノマチョウ、 ヒメキマダラヒカゲ、ヤマキマダラヒカ

ゲは広畑(1981,a)(1981,b)(1982,a)(1982,b)で報

告してきたので、詳しくはこれを御覧いただきたい。

従ってこの度はその後に判明した新しい記録を中心に

報告したい。

また、採集記録に関しては、本来ならば各産地ごと

に初記録を掲載するべきところであるが、採集月日、

頭数、詳しい地名など判らないものがあるので、 それ

らの記録については筆者の採集記録か､=手許にある記

録を使用している。

この小文が、県下におけるジヤノメチョウ科の分布

調査やひいては生活史解明の一助になれば幸甚である。

本稿を草するに当り次の方々にはたいへんお世話に

なった。厚くお礼を申し上げる。

相坂耕作、石井為久、岩村巖、上田倫範、内海功一、

尾崎勇、勝屋潤、木村三郎、黒田収、小坂文之、近藤

1 ．クロコノマチョウ MelanitisphedimaCRAMER

も

兵庫県では1951年に有馬温泉で法西定雄氏によって

採集されたのが最初の記録のようである。その後20年｜
間は図1-1の通り8ヶ所で12頭が採集されているだけ

で、 1964年から1969年にかけては記録もないまま過ぎ

てkﾐｰ皇J
しかし、 1971年から1983年にかけては､ほぼ毎年数頭

が採集されるようになり、採集地も図1-2に見られる

ように、県下南部一帯から淡路島にまで及んでいる。

静岡県と長野県南部でも、 1979年、 1980年に多くの

個体が発生しているが、本県においても1979年に7頭

1980年には11頭、 1977年にも多数の個体が採集されて

いる。

これら暖地性の蝶が土着するためには冬期の気温が

重要なポイントになることは言うまでもないが、 1977

年、 1980年は厳冬にもかかわらず、例年より多くの個

体が採集されるなど、冬期気温と発生個体数との相関

関係に不可解なところもある。

1980年には5月4日に1早と6月9日に13が採集

されているが、これらの個体は前年の秋に発生したも

のが越冬したものと思われる。この年の1～2月の温

度は、最低平均気温が－1．2℃、最低極値が－6℃、

0℃以下の日数は46日という厳しい冬でもあった。に

もかかわらず越冬できたということは、県下では冬期

の気温が越冬するためには重要なポイントになっては

いるものの、決定的な条件にはなっていないように思

えてならない。

現時点では土着しているかどうかの判断は難しいが、

今後、個体群の密度が増えたり減ったりしながら土着

していくのではないかと推測している。

1981年以前の詳しい採集記録や年次別月別採集個体

数、冬期気温と採集個体数との関連などは広畑(1982）

で報告しているので、それを御参照いただきたい。そ

の後の記録としては次のものがある。

－18－
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採集及び目撃記録例 2． ヒメヒカゲCoenonymphaoedippusFABRICIUS

神戸市灘区六甲学院構内1早12-X-1974杜隆史30)

川辺郡猪名川町栃原-23-Ⅸ-1974新家勝31）

県下に於ける本種の採集記録は古く、今から83年も

前の1900年に樽谷明吉氏によって六甲山麓の御影地方

で採集されたことが、山本(1971)に記されている。

本種は兵庫県においては比較的産地も多いが、近畿

地方の他府県では珍しい種の1つでもある。県下の南

部一帯では広く分布しており、加古川市、加西市、小

野市にかけては池の周辺や山間の湿性草地で多くの個

体が見られ、産地もかなり隣接して点在している。

このように、県下では前記の地域をはじめ南部の赤

穂市から川西市にかけて産地は点々と続いているが県

下の北部と淡路島からはまだ採集記録はない。

北限の記録は現在までのところ、氷上郡粟鹿峰とな

っており、これより北には産地は見つかっていない。

県下の中部では粟鹿峰の他に、篠ヶ峰、千ヶ峰、段

ヶ峰、砥の峰、峰山、東山高原などの産地があるが、

これらの産地の垂直分布は標高580m～1,000m前後と

なっており、近辺では低地からの記録がない。

中部山地での生息場所はその大半が山頂付近の湿性

草原であるが、千ヶ峰は標高880m前後の普通の草地

に発生しているようである。

一方南部では六甲山、芦屋市の奥池以外は低地に生

息し、加古川市や赤穂市などは産地も多く、湿性草地

があればほぼ確実に分布していることから、加古川、

加西市、小野市周辺を綿密に調査をすれば、 まだまだ

産地は見つかるものと思われる。

反面、神戸市、西宮市、川西市などでは宅地造成な

どによって環境破壊がすすみ、すでに絶滅した産地や今

後絶滅が予想される産地も少なくない。

また、中部山地の東山高原や峰山などに於ても、草

地が植林されたり、 クマザサや背丈の高い雑草、潅木

に覆いつくされ、草地が維持できなくなり、本種の姿

を近年見かけなくなっている。

成虫は低地では5月下旬から現れ6月中旬がピーク

となる。山地では7月中旬に多くの個体が見られる。

産地別に採集記録を1例づつ上げると次の通りとな

る。

飾磨郡夢前町大村 lex(目)23-Ⅸ~1983木村三郎

図1三1 クロコノマチョウの採集地(1951～1970）
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図1-2クロコノマチョウの採集地(1951～1983）
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図2 ヒメヒカゲの分布概念図
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3． クロヒカゲモドキLethemarginalisMOTSCHULSKY

中部地方には産地も多いが、近畿地方では分布も局

地的となり、個体数も少ない。

県下に於ては、猪名川町、篠山町、三田市、川西市’

など東部地域と、千種町、一宮町、佐用町、相生市、

など西部の地域など数ヶ所の産地が知られているが、

いずれの産地でも個体数は極めて少ない。県下で最初

に本種が発見された神戸市鈴蘭台などは、生息地が宅

地に変貌し、過去の面影は今はもうない。

本種の食草はアシボソやチヂミザサなどイネ科の植

物が知られているが、県下では相生市能下、三田市大

磯、一宮町阿舎利、篠山町籠坊などでイネ科のススキ
から幼虫がみつかっている。

食草のススキはいたる所に自生しているので、もう

少し広く-分布していることを期待しているものである

が、個体群の密度が低い上に、本種が好んで生息して

いる広葉樹林が少なくなり、より一層窮地に追いやら
れてい,る感はまぬがれない。

〃 垂水区太山寺周辺一 10）

〃須磨区妙法寺一多井畑一 10）

芦屋市奥池南町 131ギ20-Ⅶ-1980西隆広

西宮市甲東園 1早 14－Ⅵ－1939吉阪道雄11）

西宮市寺山西南斜面一 1958 3）

〃 甲山 1忽 4－Ⅶ-1976法西定雄

〃上ヶ原 13 15－Ⅵ-1942吉阪道雄11）

〃仁川 lJ1ギ29－Ⅵ-1952田中蕃11）

川西市東谷、一の鳥居一 ・ 5）

宝塚市武田尾 ・ 5）

氷上郡青垣町粟鹿峰一 7）

〃 氷上町篠ヶ峰一 7）

川辺郡猪名川町杉生新田 1例早6－Ⅶ-198O山本正勝

-20-
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採集記録 スよく分布しているのに対し、本種は西高東低の様相

を呈している。

しかし、西に高いとはいうものの産地個体数とも少

なく、これまで多産した産地に行ってもやっと数頭が

見られる程度である。これらの産地の内、上月町久崎

(秋里と思われる)は、 1910年に井口宗平氏によって県

下で最初に本種が発見されたところで、以前は個体数

も多かったが、ここでも他の産地同様少なくなってい

る。

本種の成虫は6月中旬ごろから発生し、 9月～10月

にも新鮮な個体が見られるので、年2化があるのでは

ないかとの疑問がもち上っていた。しかし、浜(1974）

では、本種の腹部を切開して卵の有無を調べた結果、

8月中旬ごろまでの雌の成虫には成熟卵がないことを

つきとめている。

このことは、母蝶が産卵時期をコントロールして、

光周期が短日条件になってはじめて産卵するというこ

とではないだろうか。

同じような産卵習性を持っている種にオオウラギン

ヒョウモンがあるが、この蝶は早は大型で美しく、そ

の上、生息地力潭原ということもあって、採集も容易

で、産卵する前に採集されてしまうということ力環境

破壊とともに個体数激減の大きな要因となっている。

従って、どの産地でも今は壊滅状態になっている。

幸いにして、本種は目立ちにくく、この蝶に対する

意識もオオウラギンとは比較にならないほど低く、そ

の上、林の中で採集もしにくいので、伐採などによっ

て環境の破壊がすすまなければ、産地は存続できるも

のと期待している。

唐土洋一劇）

広畑政己

内海功一

白井祐一'）

若林守男

田中蕃泌）

野上正26）

細見吉夫26）
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図3 クロヒカゲモドキの分布概念図
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黒田巌

唐土洋一24）

4． キマダラモドキKiriniaepaminondasSTAUIINGER

前種クロヒカゲモドキは、県下北部から東播磨を経

て淡路島に至る分布の空白地帯を境に東と西にバラン

5）

2-Ⅷ-1960 中谷貴寿15）
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採集記録を産地ごとにl例づつ上げると次の通りと

なる。尚、荒川(1971)に戸倉峠と山崎の中間付近で8

32早という記録があるが、これは、波賀町水谷の東
山高原と思われるがはっきりしないのでこの度の採集

記録の中には記していない。この他に一宮町福地や三

室山にも産するようであるが詳細は不明である。

図4 キマダラモドキの分布概念図

隈 ロ
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図5 オオヒカゲの分布概念図
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q北村達明氏による1934年の須磨付近という記録が県

下では最も古い記録のようである。

本種は北海道では低地にも分布するが、本州では山

地性の傾向を示すようで、県下に於ても、神戸市の記

録以外は中西部の標高550m～1,000mの山地からのみ

知られている。これらの産地は中国山地の東の果てに

当り、広島県から中国山地沿に続いた本種の生息地も

ここでいったん切れ、京都、大阪、京都、奈良など分

布の空白地帯を経て滋賀県南部の生息地へと続いてい

る。

3年前、花岡氏によって発見された千種町の鷹巣で

は、成虫もまだ見られるが、大河内町砥峰ではその後

記録もないし、東山高原においても環境の変化で近年

成虫を見ることが難しくなってきている。

本種は鷹巣ではカサスゲを食しているが、 日陰のカ

サスゲから日当りのよい休耕田の中に生えているカサ

スゲにまで幼虫が見られる。

ｈ
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西播磨の蜻蛉(Ⅲ)ヤンマ科

相坂耕作

はじめに

兵庫県の南西部に位置する西播地方は千種川、揖保

川、夢前川、市川など大きな河川が流れ、また東播磨

地方ほど多くはないが溜池なども適当にあり、蜻蛉の

良い生息地となっている。

筆者は「てんとうむし恥7及びNQ8」で西播の蜻蛉

(1) (H)でトンボ科を記したが、今回はヤンマ科の

採集例を筆者自身の採集したものを主に手持ちのデー

タで補足しヤンマ科のデータを作成した。

､姫路市広峰山

竜野市竜野公園

姫路市広畑区才

相生市大谷

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

●
●
●
●

０
０
０
Ｏ

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

５
６
１
１

７
７
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１

’
’
一
一

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅶ

’
一
一
一

釦
咽
５
別

訊
早
訊
早

３
１
１
１

相坂

相坂

相坂

米村

○コシボソヤンマ

BoyeriamaclachlaniSELYS

大型で褐色味の強いヤンマで、腹部第3筋のくびれ

は著しい。西播地方では比較的採集例が少く、珍しい

ヤンマとなっている。

採集例

姫路市別所町 1ダ26－Ⅶ-1959col. 東

〃書写山 2早31－Ⅷ-1975col.相坂

○サラサヤンマ

JagoriapryeriMARTIN

日本産の中では最も小型の黒味の強いヤンマであり

日本でも新潟・石川両県ではかなり多産することが知

られているが、その他の地方では個体数は少<西播地

でもやはり稀種となる。 しかし発生期が西播地では5

月下旬頃なので採集者も少く、尚珍しくなっているの

だと思われる。近年やや採集例も増えてきたのは採集

者が増えたのかもやはり生息地である池沼地などが西

播地にもまだ残っているという証明のいずれかである
と思われる。

採集例

姫路市南畝町 1旱23-V-1969col・相坂

） 〃 南畝町 1 26-V-1969col.相坂
揖保郡御津町碇岩 1旱9－Ⅵ-1973col・菅原

姫路市広畑区才 139－Ⅵ-1979col.大前

赤穂市(岡山県境) 1322-V-1983目ゲキ相坂

姫路市打越白鳥タウン 1325-V-1983col.木村

〃打越白鳥タウン lca27-V-1983col.相坂

○アオヤンマ

AeschnophlebiaCongistigmaSELYS

名前のごとく全身緑色の美しいヤンマで、西播地方

の平地のアシのある湿地やハス池等に生息し、成虫は

6月頃に最も多く発生している。生息地よりあまり遠

くはなれることは少な.く、成熟した伊はハスの間を縫

うようにしてパトロールをし旱は同じくハスの水面上

の茎などに単独で産卵している。

採集例

姫路市広畑区東新町 1旱10－Ⅵ-1975col・相坂

姫路市飾磨区英賀 1旱15－Ⅵ-1976col.相坂

揖保郡御津町黒崎 232旱8－Ⅷ-1976col、相坂

｡

○ネァカヨシヤンマ

AeschnophlebiaanisopteraSELYS

太身の大型ヤンマで全国的にも、極めて稀種となり

つつある種で、この種が西播地にも分布することが判

り、 まだまだ西播地にも自然が残っているのだと感心

する。 しかし我国の待産稀種であるこのヤンマを守る

ため都市開発等に当たっては十分留意されるよう強く

希望したい。採集例も勤か2例のみである。

採集例

揖保郡御津町黒崎 1早8－Ⅷ-1976col.相坂

同上 col・三木

○ミルンヤンマ

PlanaeschnamilneiSELYS

中形の黄色と黒色のだんだら模様をもつヤンマで、

西播地方の低山地の渓流付近を朝や夕方に盛んに飛翔

する種類で最も普通にみられる。このヤンマは老熟す

ると羽は一様にうす茶色となる。

採集例

竜野市竜野町的場山 1325－Ⅸ-1967col.相坂

揖保郡御津町碇岩 1忽l早3－Ⅸ-1972col.相坂
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ったと聞いたが、相当前のことで最近は得られていな

い様である。

採集例

宍粟郡安富町鹿ヶ壷 lcnll-X-1977col・尾崎勇

○カトリヤンマ

CynacanthajaponicaBARTENEF

中形のヤンマで胸部は緑色・腹部は茶色のスリムな

ヤンマの1種で、西播地方には多産するようで6月こ

ろから11月頃にかけて見られる。特にたそがれ活動性

が強く夏の夜揖保郡御津町中島の水田の観察によると

夜8時前全然他のトンボやヤンマが飛翔を中止したあ

と地上1m程度の高さを3分間位の間隔で多数旋回し

ずんずん数を増し5m位の範囲でなわばりをはってお

り次第に大多数乱舞していた。

採集例

飾磨郡夢前町管生潤別車1早29－Ⅷ-1972col.相坂

赤穂郡上郡町富満 1早15－Ⅸ-1975col.相坂

揖保郡御津町中島碇岩1早23－Ⅸ-1979col.相坂

赤穂郡上郡町富満 1324－Ⅸ-1979col・相坂

姫路市林田町奥佐見 1ダ16－Ⅷ-1975col･相坂

〃 広畑区才 1320－Ⅸ-1979col.大前

相生市川原町 18－Ⅷ-1981col.米村

赤穂郡上郡町白旗山 1罰3－X-1976col.相坂

姫路市南畝町 1J28－Ⅷ-1963col.相坂

同上 1旱7－Ⅷ-1965col.相坂

○オオルリボシヤンマ

AeschnanigroflavaMARTIN

ルリポシヤンマに酷似するがより青味の強い美しい

種である。日本特産でルリポシヤンマより大きな池に

生息している。西南日本では分布は局限されるらしい

がルリボシヤンマに比べると低所に生息するためか西

播各地の低山地には多く生息している。

採集例

姫路市書写山 1旱31－Ⅷ－1974col.相坂

同上 132芋15－Ⅸ－1974col.相坂

姫路市広峰山 l毎31－Ⅷ－1976col・相坂

赤穂郡上郡町富満 1324－Ⅸ-1979col.相坂

相生市三濃山 ］毎1旱15－Ⅸ-1980col.尾崎§

○マルタンヤンマ

AnaciaeschnamartiniSELYS

大形で茶褐色をした特異な種で、複眼は大変大きい

昼間は姿を見せない為採集しにくいが、たそがれ時に

は多くその飛翔をみる。しかし仲々採集出来ない。

採集例

揖保郡御津町中島碇岩13 一Ⅸ-1976col･三木

宍粟郡波賀町赤西 1314－Ⅷ-1979col.大前

姫路市大津区天満 1芋 col.三木

〃広畑区才 1早28－Ⅷ-1980col.大前

揖皇郡鵜董濤 揮‘一隅:鶉::|:鶇

○ヤブヤンマ

PolycanthagynamelanicteraSELYS

大形で強いタイプのヤンマで3は黒色地に青緑斑が

あり美しく又早は全体に黄色部が多く、一見別種の感

じがする。低山地や丘陵のヤブの中にある小池や溜り

水で育つ。姫路市林田町では捨てたダルの溜り水にて

育っていた。

採集例

姫路市飾磨区入船町 1312－Ⅶ-1974col.相坂

〃林田町奥佐見l毎2旱16－Ⅷ-1974col.相坂

〃勝原区丁 1旱9－Ⅸ-1975col.相坂

姫路市広峰山 1忽1旱17－Ⅷ-1975col・相坂

揖保郡御津町黒崎 137－Ⅸ-1976col.相坂

飾磨郡夢前町永室池1早羽化25－Ⅵ-1979col.大前

○ギンヤンマ

AnaxparthenopejuliusBRAOER

西播地方には最も普通に属するヤンマの1種で全国

的にもヤンマの代表種となる。大形で黄緑色のヤンマ

人家付近も飛翔し西播地方ではギンヤンマの3のこと

をオンチョギのことをメンチョとか俗称を使い最も親

しまれてきているヤンマである。

採集例

姫路市南畝町 1早14－Ⅵ-1963col.相坂

〃林田町 2罰11－Ⅷ-1974col.相坂

〃勝原区丁 多数9－Ⅸ-1975col.相坂

〃飾磨区英賀 13？一Ⅸ-1979col・相坂

相生市古池 1314-V-1981col・相坂

○ルリボシヤンマ

AeschnajunceaLINNE

大形の高山性ヤンマで美しい。信州などには多産す

るが西南日本では少なく、西播地方では極めて稀種と

なる。次種オオルリポシヤンマと似るが淡色部では黄

色味が強く顔面はやや青味を帯びた緑白色で額項に丁

字紋がある。西播地の採集例はわずか1例のみである

しかし東輝弥氏の私信によると姫路市書写山にてオオ

ルリボシヤンマに混じってルリボシヤンマの脱殻があ
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芦屋市の蝶
西、 隆広

民83570人（1982年10月1日現在）の大部分は南部市
街地に居住している。北部は六甲山地の一部をなして
おり市境界は六甲山頂付近に達し、草原や湿地を点在
させた山林が主体となっているが、開発の圧力はこの

地域にまで及び、すでに奥池付近の丘陵地帯は宅地化
され、また東お多福山山麓地域でも現在開発が進んで

いる。

私は芦屋市に住んで30有余年、その間10年程の中断
があったが昆虫、特に蝶の採集を趣味としてきた。そ

してここ3～4年、芦屋市の蝶についてまとめてみよ

うと思い立ち、市内を重点とした採集、観察を行って

きた。芦屋市は狭く、蝶の採集地として知られる六甲
山地の大部分は西宮市および神戸市に含まれ、従来本

市の蝶の記録は2市に比較してごく少ない。現実を熟
視すれば特異な生息環境があるわけでなく、また面積
もごく狭い本市の記録はこれまでに周知の六甲山地の

記録を超えるものでなく、本報告の意義に多少の疑念を
禁じ得ないが、本市に住むものとして、六甲山地のあ
る狭間の地の記録を発表することにした。

図1に芦屋市の概要及び本報告に例示した採集地、観

察地の位置を示し､また表1には採集地・観察地の地名
等を示した。

I｡はじめに

芦屋市は大阪湾に面し、幅2～2.5km、奥行8km程

の都市で､面積17.25Mは兵庫県下各市の中で最も狭く、
隣接する西宮市の1／5.7、神戸市の1／31.4に過ぎな

い。本市は阪神間における住宅都市として知られ、市

図1芦屋市概念図（市境界は芦屋市資料による）

六甲

（93

倣雌

（図2断面図(A－BLine)

O蛸甜皿【
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■
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向って高温乾燥から低温湿潤へと遷移し、その幅はか

なり大きく､気候環境は変化に富み多様な植生を可能と

しているはずであるが、今日原植生を祐佛させるもの

は市内にはない。後述するようにこの気象環境の幅は

土壌制約によって現在の植生Iごかならずしも有意には

作用していないようである。

次に本市を南部市街地と北部山地に分けて生息環境

を説明する。

表1採集地、観察地名一覧表

１ｆ
、
０
０
帥
別
妬
〃
路
４
５
６
６
８

ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
別
別
帥
帥
帥

１
８
１

高
一
一
一
一
一
一
一
ト
ト
ト
ト
ト

標
７
別
別
Ⅷ
Ⅲ
刷
伽
銘
妬
弱
蛆
帥

図3平野部及び山地の気候

Ⅱ、生息環境

西宮市西部から神戸市中央部に至る大阪湾岸地域は

仮神地方の一部として市街地力澗密に拡がっているが

六甲山地が海岸線に接近していることから平野部は少

なく、市街地の上限は山麓に深く入り込んでいる。そ

刀間にある芦屋市もその例にもれず図2に示す断面で

}ま市街地は南端の海岸線（現在の海岸線は埋立地前面

である）より連続して北へ約3.7km、標高約150m付

近に及んでいる。それより北方はおおむね山地である

%●､一部標高500m前後の地域にまとまった住宅地が
ある。市内の最高標高は後鉢巻山の888.2m，山地の

地形は一般に急峻で平担な高原状は少ない。

芦屋市の気候は冬季の少雨乾燥と夏期の多雨湿潤が

基本であるが、 8月は高温かつ少雨季で市街地、山地

ともに乾燥し、蝶の姿は極端に減少する。図3は市内

平野部と六甲山地の気象をクライモグラフで示したも

のである （六甲山地では本市内の気象データが得られ

なかったので神戸市灘区の六甲山高山植物園でのデー

タにもとずいて作成した。同地点は後鉢巻山の南西約

3kmにあり標高865mは本市の最高標高に近く、同地

気のデータは本市標高の上限地域の気象を代表し得る

ものとして使用した。なお平野部とは統計年数が異な

っている)｡年平均気温および年降水量は表2に示すと

吟りで平均気温は平野部が5.5℃高く､降水量は山地が

052mm多くほぼ2倍になっており、平野部から山地に

ー

350n E0 10D I5U ZUU ZbU 弓UU

降水量(■国）

表2気候諸元

六甲山高山植物園

10．8℃

2116m

神戸市灘区六甲山町

865m

1978年以前で21年以上

参考文献23.

年平均気温

年降水量

所在地

標 高

統計年

出 典

(1)市街地

市街地は一般に高度に利用され、一見緑深き庭園等

もあるが人工的で、自然度はごく低い。この環境で生

息できる蝶はごく限られる。山麓に近い市街地北部を

－29－
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局地的に良好な生息環境がある。この地域内の城山（
271.8m鷹尾山の通称）山頂付近は本市アゲハ類の種

および個体数の格好の観察地となっており、 また稀な

がらオオミドリシジミやアオバセセリを産する。芦屋

川左岸地域は一般に裸岩の多い乾燥したアカマツ林で

あまり良好な生息環境は見られないｶﾐ未踏査地の多い

ところである。 （地点番号⑤、⑥、⑦が本地域に含ま

れる。以下同じ）

中南部地域は荒地山(548.5m)からごろごろ岳(56

5．6m)に至る地帯で芦屋川流域内である。地形は急

峻で乾燥しており裸岩が多く、貧弱なアカマツ林が目立

つ。殆ど未踏査地域である。 （一）

中北部地域は東お多福山(695.8m)から奥池（水
面標高約500m)へ至る地帯で芦屋川流域内である。

大阪層群（洪積層）の存在が知られる丘陵状の地域で

草原や湿地が一部見られ、かっては裸地を交えたアカ

マッ、コナラの疎林で構成されていたが、現在はゴル

フ場や住宅地が拡がり良好な環境は局限されている。

本市の蝶の中には本地域のみに見られ、あるいは多く
見られるものが数種あり、本市蝶相上の重要な地域で

ある。 （③、⑨､⑩､⑪）

北部地域は六甲山地の脊梁の一部をなす後鉢巻山（

888.2m)、 蛇谷北山(839.7m) を中心とした山岳

地帯で大半は芦屋川流域であるｶﾐｰ部住吉川および武

庫川流域に属している。アカマツ林を主体としており、
800m以上ではブナ、 イヌブナの自生地がわずかにあ

る。局地的にヒメキマダラセセリを多産する他には蝶

相は特徴に乏しい。 （⑫）

ところで山地は原植生は失われたとはいえ二次林は

鶏翫彗鯨蝋皇篭難駕覇
部の市街化に見る程の環境の激変はなかったと考えら

れる。それでもかなりの種の蝶が本市内においては谷

筋を中心とした植生のより豊かな地域に偏在する傾向

を見せ、個体数も全般に少ないことから、種の絶滅ま

でには至らぬものの原植生の喪失は、本市はじめ六年

山域の蝶相に多大の影響を与えたことは想像に難くな

い。現在天甲山地に広く見られるマサは原植生の喪失

による原植生の表土の流亡によるところが大と考えら

れるが、マサはきわめて保水性に乏しく、かつ不安定

で崩壊しやすくこのため表2の気象条件の幅にかかわ

らず土壌的制約によって植生の幅は狭く、生息環境は

貧弱となっている。

二次林成立後の蝶相には大きな変動はないと考える

が､ここ20年程の間に個体数が激減している種があり、

今後の推移が注目される。

除く地域で見かける蝶といえば庭園を構成する植物を

食餌とするアケハ類を始め家庭菜園的耕地に見られる

モンシロチョウ、ヤマトシジミそれにキチョウ、ホシ

ミスジ、ルリタテハ等で、その他秋に見られるウラナ

ミシジミやイチモンジセセリを加えても種数は限られ

ており、個体数も一般に少ない。市街地西部には芦屋

川が流下しているが阪急電鉄軌道より南部の河川敷の

自然度はごく低い。北部はやや高く､見かける蝶も種数

を増す。市街地も山麓付近まで達すると自然度は高く

なり、山地からの飛来もあるためか種数はにわかに増

す。また本市の南端は近年完成した埋立地があり、主

として住宅地として利用されているが、一部まだ建設

されておらず空地のままの地域が雑草原となって、そ

こに市街地では殆ど見かけないモンキチョウやツバメ

シジミ等が多数生息する。

ところで平野部における市街地の発達は本市の蝶相

にどのような影響を与えたであろうか。原植生から耕

地への変遷による影響は知るよしもないが、ここ数十

年田園から都市への過程で多くの蝶が駆逐されたこと

は間違いない。現在山麓部を除く市街地ではジャノメ

チョウ科は全くと言っていい程見かけないが、かって

は広く生息していたはずである。また図3，表2に示

すように本市南部はかなり温暖で、気温条件からいえ

ばツマグロヒョウモンの生息は可能であるはずだが、

本市を含む当地方には稀である。これは高度な市街化

によって平野部に食草等に関する越冬環境が殆どない

ことが一因として考えられる。一方近年定着したナガ

サキアゲハは主たる食草をCiturs属としているが、

本種は当地方の原植生では稀であるはずのCiturs属

が市街化等によって人為的に移植され定着し生息が可

能となった種の代表である。

(2) 山地

本市山地を含む表六甲（六甲山南面）は“乾いた”

という印象を受ける地域で、山地内を歩いてみても一

般に湿気に乏しい。これは当地方を含む瀬戸内海気候

地域の特徴である少降水量の他､地形が急峻な上に風化

花崗岩からなる保水性の乏しいマサ（真砂）が表層に

広く分布しているためで、植生は貧弱で市街地から眺

めると本市の山地は発育の悪いアカマツばかりが目に

つく地域である。

本市山地は生息環境の観点に立つと南部、中南部、

中北部、北部の4地域に分けることができる。

南部地域は山麓から山地へ移行する地帯で芦屋川右

岸域は芦屋川流域、左岸域は概ね宮川等市内小河川の

流域である。芦屋川右岸域には山麓から中腹にかけて

－30－
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Ⅲ、芦屋市で記録した蝶 るが､､他のアゲハ数より個体数は少ない。目撃し

た最高標高は東お多福山⑩である。

採集記録は5月、 8月、 9月である。

○採集例10-V-1981 1cn 城山⑥

芦屋市内で私が記録した蝶は現在まで8科74種であ

る。この中には記憶にもとずき現在標本も正確なデー

タもない2種を含んでいる。この2種を除く72種につ

いてはすべて採集例を示しているが、その位置等につ

いては図1，表1に示しているので参照されたい。採

集例は採集を再開した1976年以後のもので、例示した

個体は現在まですべて私が保管している。採集者名は

すべて私であるため記載していない。なお以下で本年

と記述しているのは1983年を示す。

(6)クロアゲハPapilioprotenorCRAMER

市街地から山地に分布する。雄は山頂で多くみ

かけ、夏期はクサギの花をよく訪れる。

採集記録は5月、 6月、 8月、 9月である。

○採集例9－V-1982 13 城山⑥

(7)オナガアゲハPapiliomacilentusJANSON

山麓から山地でみられる。雄が山頂まで飛来す

ることは稀で､多くは谷筋を飛ぶ。蛇谷⑪では春季、

本種とジャコウアケハ雄が混飛するのが見られた。

幼虫はサンショウ （栽培）で見かけた例があるだ

けである。

採集記録は5月、 8月、 9月である。

○授集例 5－V-1983 1c初 芦屋川②

1 ．アゲハチョウ科PAPILIONIDAE

(1)ジャコウアケハAtrophaneura, alcinousKLUG

芦屋川上流⑧から蛇谷⑪にかけて分布する。ま

た住吉川流域にも分布する。夏型の姿は少ない。

採集記録は5月、 6月である。

○採集例16-V-1982 232早蛇谷⑪

(2)アオスジアケハGraphiumsarpedonLINNAEUS

市街地から山地にかけて広く見られる。かって

自宅（川西町①）の庭にあったクスノキでよく発

生した。ヤブガラシに訪花する姿をよく見かける。

採集記録は5月のみであるが9月頃まで見るこ

とができる。

○採集例10-V-1981 1cフ 城山⑥

(8)ナガサキアゲハPapiliomemnonLINNAEUS

市街地から山麓に分布する。私が市内で本種を

最初に目撃したのは1979年9月22日で芦屋川②に

沿って飛翔する雄であった。以後毎年見るが、雌

は稀である。雄は山麓では谷筋を飛び、山頂域で

の目撃はない。訪花はクサギで観察した。また雌

が止っている乗用車のテールライト （赤）に対し

訪花様の挙動を示したのを観察した。幼虫は各種

ミカンで見かける。

採集記録は5月、 8月である。 9月にもみられ

る。

○採集例8-V-1983 13 三条山域⑤

(3)キアゲハPapiomachaonLINNAEUS

主として山地に分布し雄は各山頂でよく見かけ

！ る。市街地では少ないが国鉄東海道線沿いの菜園

・ で幼虫を見かけたことがある。
採集記録は4月、 6月、 8月、 9月である。

○採集例9－Ⅸ－1979 13 城山⑥ (9)カラスアケハPapiliobianorCRAMER

山麓から山地に分布する。訪花はクサギで観察

した。 850m以上の地域でも見かける。

採集記録は5月、 8月、 9月である。

○採集例2－V-19831gl 城山⑥

(4)アケハPapilioxuthusLINNAEUS

市街地から山地まで広く分布し、雄は各山頂で

よく見かける。幼虫は山地でイヌザンショウ、市

街地では各種ミカン、サンショウで見られる。産

卵は樹高にこだわることなく行われている。

採集記録は5月、 8月であるが、 4月から10月

までみられる。

○採集例16-V-1982 1早 奥池付近⑨

一 一 一

(10ミヤマカラスアゲハPapiliomaackiiMENETRIES

成虫の記録は城山山頂だけで過去春型雄を2頭

採集した。他に同地点で目撃しているが数はかな

り少ない。芦屋川上流⑧のカラスザンショウから

幼虫を一頭得た（1982年6月)。

採集記録は5月のみである。

○採集例2－V-1983 1J 城山⑥

(5)モンキアゲハ PapiliohelenusLINNAEUS

山麓から山地に分布する。雄は各山頂で見かけ

－31－
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(7)ツマキチョウAnthoCha,､isscol>,musBUTLER

山麓から山地にかけて分布するが、市街地で目

撃したこともある。

弓鵜逆齢_鴎て霊･ ”山画

2． シロチョウ科PIERIDAE

(1)モンキチョウColiaserateESPER

市街地から山地に分布するが市街地では南部埋

立地を除いて稀である。

採集記録は9月、 10月であるが4月頃から見力

ける。

○採集例 17 m-1978 13 奥池付近⑨

3． シジミチョウ科LYCAENIDAE

(1)ムラサキシジミ Narathura jaPoniCaMURRAY

主に山蔽からl 1｣地にかけて分布するが、 「|丁街地

でも見られる。

採集記録は6月、 8卜1 ， 9月である。

○採集例 19 W－1983 1旱 三条山城⑤

(2)ウラキンシシ､ ミ Ussurianast)'gianaBUTLER

／本極を｢,i内で皷初に記録したのは城山山頂付近
⑥であるが、以後見られない。三条町の山城には

現在も生息しており、少数ながら毎年見られる。

採集記録は6月である。

○採集例 6 Ⅵ－1982 13 三条山城⑤

(2)シ'マグロキチョウ Eurema laetaBOISDUVAL

本年採集するまでは1978年9月、 10月の記録だ

けであった。本年は秋型がかなり多く発生したよ

うで市街地から山地で見られた。夏型の記録はな

い。本種が市内に確実に産しているか否かは不明

｝である。

採集記録は9月、 10月である。

○採集例 l X-1983 332旱芦屋川|流⑧

(3)キチョウ EuremahecabeLINNAEUS

「|i街地から山地にかけて広く分布し、 850m以

上の地域にも見られる。,平地では10月にも新鮮な

夏型が見られる。

採集記録は6月、 7H、 9月、 10月で､ある。

○採集例 19-11-1983 13 三条山域⑤

卿ｱ鹸歪山鯏瀧:劇蝋標而“
800mである。

採集記録は5 1 1 ， 6Hである。

○採集例 6－Ⅵ－1982 13 二条山城⑤

’嵐腱黍臘::"i:掲卿［
著しく少ない。例外的に市街地でみられることが

あり、本年6月22日、 自宅付近の津知町①で小学

1年生の次ﾘ)が手づかみで採集した。自宅①でも

目撃したことがある。前種も本市に接する神戸市』

東灘区の市街地で目撃したことがある。夕刻の活

動時に低山城の発生地より飛来す-るのかもしれぬ。

採集記録は6月である。

○採集例 18 11-1983 1旱 三条山城⑤

(4)エゾスシ．グロシロチヨウ Pie,･isnal)iLINNAEIJS

本種が｢|f内に産するかは課題の一つで､あったか

本年F記の記録を得た。個体はかなり飛び古して

いた。

○採集例18－Ⅵ 1983 1砂 三条11 1域⑤

(5)スシ‘グロシロチョウ Piel､iSmeletellENETRIES

主に山麓から山地にかけて分布し、 850m以上

の地域にもみられる。秋季には市街地南部でも兄

られることがある。

採集記録は411、 611 ， 7月、 81 j 、 9月であ

る。

○採集例26-11-1983 13 石宝殿1､l近⑫

今ラミスジシジミ WagimosignataBUTLER

採集地点は三条山城で、発生数はごく少ない。

採集記録は6月である。

O採集例 12 1V-1983 13 三条山城⑤(6)モンシロチョウ Pieris l､apaeLINNAEUS

ili街地から山地にかけて分布するが、山地では

前極に比較して少ない。 850m以|倉の地域でも兄

られる。

採集記録は4H、 9月であるが、 3月ド旬から

llll上貞まで兄られる･

○採集例 10－Ⅸ 1983 13 奥池付近⑨

ミス'イロオナガシシ' ミ AntigiuSatti liaBREMER

山施からl l l地に分布する。 l i撃した最高標高は

650m，本市ではアカシジミとともにゼフイルス

の中では最も個体数が多く、 また広く分ｲ|jする。

採集記録は6月、 7Hである。

－qワじど
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○採集例26－Ⅵ－1983 1早 蛇谷⑪ ○採集例19－Ⅷ－1979 13 芦屋川②

〃献総る辮辮職洲獺々
数多く見られたが、近年は少なくなった。採集し

た最高標高は850m、雄・雌ともに見られた。

採集記録は6月、 7月である。

○採集例10－Ⅶ－1983 231早石宝殿付近⑫

(14ルリシジミ CelastrinaargiolusLINNAEUS

山麓から山地にかけて広く分布する。市街部で

も稀に見る。

採集記録は4月、 6月であるが、 4．月から10月

まで連続的にみられる。

○採集例12－Ⅵ－1983 13 三条山城⑤

(8)トラフシジミ RapalaarataBREMER

山麓から山地の谷筋に分布する他、東お多福山

⑩の草原でも見られる。

採集記録は4月、 5月、 7月である。

○採集例4－Ⅶ－1982 13 柿谷⑦

(13ツバメシジミ EveresargiadesPALLAS

山麓から山地にかけて分布する他、南部埋立地

にも分布する。

採集記録は7月を除く4月から10月である。

○採集例10-V-1981 13 城山⑥

(9)コツバメ CallophrysferreaBUTLER

山麓から山地に分布し、発生期には個体数は多

(10ウラギンシジミ CuretisacutaMOORE

山麓から山地に分布する。秋には多くなり市街

地でもよく見かける。

採集記録は6月、 8月、 9月、 10月である。

○採集例5－Ⅵ－1983 1忽 三条山域⑤

？
いo

採集記録は

審○採集例24

巳

983 1￥

I10ベニシジミ LycaenaphlaeasLINNAEUS

市街地から山地に見られ、 850m以上の地域に

も見られるが市街地では少ない。

採集記録は4月、 9月であるが、 4月から10月

まで連続的に見られる。

○採集例26－Ⅵ－1981 13 奥池付近⑨

4．テングチヨウ科LIBYTHEIDAE

(1)テングチョウ LibytheaceltisFUESSLY

山麓から山地に分布する。また市街地で見かけ

ることもある。

採集記録は5月、 6月である。

○採集例16-V-1982 1旱 蛇谷⑪

(11)クロシジミ NiphandafuscaBREMER

採集地点は奥池付近⑨および芦屋川上流で奥池

付近では毎年少数が発生している。

採集記録は7月、 8月である。

○採集例2－Ⅷ－1981 1早 芦屋川上流⑧

5．マダラチョウ科DANAIDAE

リ (1)アサギマダラ ParanticasitaKOLLAR

山麓から山地で見られるが少ない。市街地でも

目撃した。 （10月、川西町①）

採集記録は5月、 6月である。

○採集例3－V-1983 1旱 城山⑥

(12)ウラナミシジミ LampidesboeticusLINNAEUS

市街地から山地で見られる。 8月頃から目につ

き始め秋に向って個体数を増す。

採集記録は8月、 9月、 10月、 11月である。

○採集例27－Ⅷ－1978 1c詞 東お多福山⑩

6．タテハチヨウ科NYMPHALIDAE

(1)ウラギンスジヒョウモンArgyronomelaodicePALLAS

山地のおよそ500m以上の地域に分布し、 7月

頃東お多福山に多い。訪花はオカトラノオ、アザ

ミ類、 ヒヨドリバナで観察した。

採集記録は7月、 9月であるが8月にも見られ

る。

○採集例9－Ⅶ－1983 1旱 東お多福山⑩

(13)ヤマトシジミ PseudozizeeriamahaKOLLAR

市街地が中心であるが山地にも広く分布し､850

m付近でも見られる。市街地では最も普通な種で

ある。

採集記録は8月、 9月、 10月、 11月であるが、

4月頃から11月頃まで連続的に見られる。

－33－



てんとうむし2521984． NQ9

○採集例5－Ⅵ－1982 1硯． 蛇谷⑪(2)オオウラギンスジヒョウモン

ArgyronomeruslanaMOTSCHULSKY

発生期には東お多福山のみで見られるが、秋に

は標高500m付近でも記録した。訪花はオカトラ

ノオで観察した。

採集記録は7月、 10月である｡

○採集例 9－Ⅶ－1983 1忽 東お多福山⑩

(9)コミスジNeptissapphoPALLAS

山麓から山地にかけて分布する｡個体数は多い。

採集記録は6月、 8月であるが、 5月頃より発

生し10月頃まで見られる。

○採集例30－Ⅷ－1978 13 芦屋川②

(10ホシミスジNeptispryeriBUTLER

主に山麓付近に分布しており、個体数は多い。

市街地でも時折見かける。自宅①のユキヤナギで

踊のからを見出したことがある。山地では奥池付

近の住宅地でもみられる。

採集記録は6月、 8月、 9月である。

○採集例23－Ⅸ－1981 1旱 六麓荘④

(3)メスグロヒョウモン DamorasaganaDOUBLEDAY

山地の500m以上の地域で目撃記録が2例（い

ずれも7月）ある他、下記の採集例がある。訪花

はオカトラノオで観察した。

○採集例15－Ⅸ－1983 1早 奥池付近⑨

(4)ミドリヒョウモン ArgynnispaphiaLINNAEUS

ヒョウモン類では分布域は最も広く、山麓から

山地にかけて見られる。秋には市街地でも見かけ

る。市内で得た雌は暗色化の進んだもので明色の

個体は得ていない。訪花はオカトラノオ、ヒメジ

ョオン、アザミ類、マリーゴールドで観察した。

採集記録は6月、 7月、 9月である。

○採集例12－Ⅵ－1983 13 三条山城⑤

(11)サカハチチョウAraschniaburejanaBREMER

本種が本市に生息するか否かは不明である。表

六甲では見ることのない種である。採集例は下記

の1例だけで個体は古びたものである。

○採集例22－Ⅸ－1979 1芋 芦屋川②

(12)キタテハPolygoniac-aureumLINNAEUS

主に山麓から山地に分布する。秋には市街地で

も見ることがある。訪花はネズミモチ、マリーゴ

ールドで観察した。

採集記録は5月、 9月、 10月である。

○採集例28-V-1983 1旱 三条山域⑤

(5)ウラギンヒヨウモン FabricianaadippeLINNAEUS

山地のおよそ600m以上の地域に分布するo850

m付近では他のヒョウモンに比較して多い。訪花

はオカトラノオ、ウツギで観察した。

採集記録は6月、 7月である。

○採集例10－Ⅶ－1983 1早 石宝殿付近⑫ (13)ヒオドシチョウNymphalisxanthomelas

DENIS&SCHIFFERMULLER

主に山麓から山地に分布する。かって自宅付近く
①のエノキに大発生したことがあるが近年は見ら

れない。

採集記録は6月、同月中に殆ど姿を見せなくな

る。目撃記録は7月3日が本市で最も遅い。

○採集例 5－Ⅵ－1983 1早 城山⑥

(6)ツマグロヒヨウモン ArgyreUshyperbiusLINNAEUS

山頂部を雄が占有しているのを見かけるが少な

い。雌の採集例は下記のみである。訪花はヒヨド

リバナ、サワヒヨドリで観察した。

採集記録は6月、 7月、 9月である。

○採集例10－Ⅶ－1983 131早東お多福山⑩
一

(14ルリタテハKaniskacanaceLINNAEUS

主に山麓から山地に分布するが市街地でも見ら

れる。秋には自宅①のホトトギスで発生したこと

がある。 （本年も発生した）

採集記録は6月である。

○採集例 5－Ⅵ－19831旱 城山⑥

|7)アサマイチモンジLimenitisglorificaFRUHSTORFER.

記録は下記の1例であるが、山地で時折見かけ

る。次種より少ない。

○採集例17－Ⅷ－1980 1旱 芦屋川②

(8)イチモンジチョウ LimenitiscamillaLINNAEUS

山麓から山地に分布する｡市街地でも目撃した。

採集記録は6月、 8月である。 (13ヒメアカタテハCynthiacarduiLINNAEUS
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1962年7月29日付の日記に奥池付近で本種を採集

したとの記述がある。

主に山麓から山地にかけて見られる力湫には市

街地でも見る。

採集記録は9月、 10月であるが7月頃から見ら

れる。秋には明かに個体数は増す。 6月以前の確

実な記録は得ていない。訪花はヒメジョオン、 ヒ

ヨドリバナ、マリーゴールドで観察した。

○採集例15－Ⅸ－1983 1旱 蛇谷⑪

(3)ジヤノメチョウMinoisdryasSCOPOLI

山麓から山地にかけて局地的に分布する。一般

に草原様環境で見られるが、城山山頂付近⑥の樹

林の中でも目撃したことがある。 850mを超える

地域でも見られる。

採集記録は7月、 8月である。

○採集例5－Ⅷ－｣983 13 石宝殿付通⑫

(10アカタテハVanessa indicaHERBST

主に山麓から山地Iと分布するが､越冬個体は市

街部でよく見る。

採集記録は5月､、 9月である。

○採集例28-V-1983 1卸 三条山域⑤

(4)クロヒカゲLethedianaBUTLER

山麓から山地にかけて分布している。 850mを

超える地域でも見られる。訪花は次の1例を観察

した。すなわち本年9月3日、芦屋川上流⑧のヒ

ヨドリバナに本種雌が飛来、約7分間とどまり、

その間吸蜜を繰りかえした。花上の動作は訪花性

の蝶より不器用であった。

採集記録は5月、 6月、 9月である。山地では

9月頃次種より多くみられる。

○採集例26－Ⅵ－1983 13 石宝殿付近⑫

(13スミナガシ DichorragianesimachusBOISDUVAL

1960年代に朝日ヶ丘③で1頭採集した例がある

がその後記録できず。当該個体はその後破棄し、

データも失った。なお採集地点付近はその後の宅

地開発でまったく形を変え、生息環境は破壊され

た。

(13コムラサキApaturametisFREYER

山麓に分布する。芦屋川畔のヤナギ類から発生

している模様である。

採集記録は8月、 9月である。

○採集例8－Ⅷ－1980 1早 芦屋川②

(5)ヒカゲチョウLethesicelisHEWITSON

山麓から山地に分布する。個体数は多い。

採集記録は5月、 6月、 8月である。

○採集例4－Ⅵ－1983 2忽 三条山城⑤

(6)サトキマダラヒカゲ

NeopegoschkevitschiiMtNEIRIES
山麓から山地に分布する。個体数は多い。

採集記録は5月、 6月、 8月である。

○採集例22-V-1983 1c初 東お多福山⑩

(19ゴマダラチョウHestinajaponicaC.&R・FELDER

山麓から低山地に分布する。採集記録は6月で

あるが8月I卜も見られる｡かって朝日ヶ丘③のク
ヌギ林ではカブトムシやクワガタ類とともに本種
や前種が樹液に集っているのがよく見られた。

○採集例24－Ⅵ－1979 13 三条山域⑤

）

(7)ヒメジヤノメ MycalesisgotamaMOORE

普通種のはずであるが、本市の蝶の記録を本年

始めまとめてみると、本種が未記録になっており、

シーズン中探していたがなかなかみられず、結局

下記の記録他1例にとどまった。次種は多く見ら

れるが、本種がどの程度産するかは現在不明であ

る。

○採集例19－Ⅸ－1983 13 芦屋川上流⑧

7．ジヤノメチョウ科SATYRIDAE

(1)ヒメウラナミジャノメ YpthimaargusBUTLER

山麓から山地に広く分布し、個体数は多い。

採集記録は5月、 9月である。

○採集例16-V-1982 1毎 奥池付近⑨

'2)ウラナミジヤノメ YpthimamotschulskyiBREME&GREY

かって奥池付近では毎年確実に採集できたが、

宅地開発後姿を消したようで、 ここ3～4年かっ

ての発生地（地形があまり変ったのでよくわか

らないが）あたりを調査するものの発見できない。

(8)コジヤノメ MycalesisfranciscaCRAMER

山麓から山地に分布する。個体数は多い。

採集記録は5月、 7月、 8月である。

○採集例14-V-1983 1<初 三条山域⑤

－35－



てんとうむし2541984.NQ9

山麓から山地に分布する。

採集記録は7月、 8月である。

○採集例7－Ⅶ－1982 1早

(9)ヒメヒカゲCoenonymphaoedippusFABICIUS

現在は奥池付近の湿地に生息するが､. 1950年代

に六麓荘④でみかけたことがある。同地点は現在

学校施設となっている。奥池付近では6月下旬か

ら8月上旬にみられる。本年7月3日に同地を訪

れた時には雌、雄の成虫と終令幼虫がみられた。

○採集例21－Ⅵ－1981 13 奥池付近⑨

柿谷⑦

(8)オオチャバネセセリ

_PolytremispellucidaMURRAY

山麓から山地に分布するが個体数は多くない。

採集記録は6月、 7月、 9月である。

○採集例 5－Ⅶ－1981 1旱 芦屋川上流⑧8．セセリチョウ -J卜:Hl l I〕メ

(9)ミヤマチャバネセセリ

PelopidasjansonisBUTLER

芦屋川上流から蛇谷の標高400m～550mの範囲

に見られる。個体数は少ない。

採集記録は5月、 6月、 8月である。

○採集例6－Ⅵ－1981 23 蛇谷⑪‐

(1)ミヤマセセリ

山麓から山

採集記録は

○採集例16

器

(2)ダイミョウセセリ DaimiotethysMENETRIES

山麓から山地に分布する。個体数は多い。

採集記録は5月、 6月、 9月である。

○採集例9－V-1982 1畝 城山⑥

やb

(3)アオバセセリ

ChoaspesbenjaminiiGUERIN-MENEVILLE
城山山頂付近で見られる。ここ数年見られなか

ったが、本年5月14日に1頭目撃した。

採集記録は6月である。

○採集例 6－Ⅵ－1976 2忽 城山⑥

(10チャバネセセリ PelopidasmathiasFABRICIUS

市街地から山地にかけて採集記録があるが、い

ずれも9月、 10月でそれ以前の記録はない。目撃

記録で最も遅いのは1979年11月25日に自宅①の菊

の花上で見たものである。

○採集例22-X-1978 13 芦屋川②

く

（11)イチモンジセセリ

ParnaraguttataBREMER&GREY

市街地から山地に広く分布する。秋には最も目

につく種の一つである。

採集記録は5月、 6月であるがそれ以後11月頃

まで見られる。

○採集例24－Ⅵ－1979 1罰 芦屋川② 〈
Ⅵ．西宮市・神戸市の記録との比較

(4)コチヤバネセセリ ThoressavariaMURRAY

山麓から山地に分布する。

採集記録は5月～8月である。

○採集例16-V-1982 13 芦屋川上流③

(5)ヒメキマダラセセリ OchlodesochraceaBREMER

標高400m以上の山地に分布する。石宝殿付近

では6月下旬から7月上旬に多産する。

採集記録は6月、 7月である。

○採集例10－Ⅶ－1983 2旱 石宝殿付近⑫

芦屋市での私の記録と西宮市、神戸市の記録 （完

に偶産種と考えられる種を除く） を科別の種数で比較

した結果を表3に示す。ここで西宮市の記録は日浦勇

等の報告7,） 、 神戸市の記録は加藤昌宏等の報告16.）

にもとずいたが、表3につづく註に示すとおり一部修

正し、西宮市の蝶を85種、神戸市の蝶を90種として本

市記録と比較した。本市内で私が記録した74種は西宮

市に対し11種、神戸市に対し16種少ない。この内訳を

3市間で示したものが表4で、芦屋市または西宮市に

記録があり神戸市に記録がない種は、偶産種を除いて

はない。すなわち90種が六甲山城を中心とした三市地

域で採集され得る蝶の限度と考えることができる。と

(6)キマダラセセリ PotanthusflavumMURRAY

山麓から山地に分布する。個体数は多い。

採集記録は6月～9月である。

○採集例5－Ⅶ－1981 1(詞 奥池付近⑨

(7)ホソバセセリ ・

Isoteinon lamprospilusC．&R･FELDER
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ところで今後本市において何が記録されるか、私に

とって興味ある課題の一つであるが、先の(mの例とし

て挙げた2種を除く表4の各種の範囲と考える。その

中でウラゴマダラシジミおよびクモガタヒョウモン （

いずれも(Ⅱ)に当ると考える）は記録される可能性の最

も高い種である。その他にも市域の精査によっては2

～3種の存在が考えられる。

ころで本市の私の記録が74種と当地方記録に対し16種

少ない原因は､(I)現在まで地域的、季節的な未踏査域

がかなりあり、未知の生息地が存在し得ること、 （Ⅱ）

分布しているものの個体数が少なく、 目撃あるいは採

集の機会に恵まれなかったこと、 ．(Ⅲ)局地的に分布し

ている種では本市域内に分布していない種が考えられ

ること、 が挙げられる。

以上の原因の中で(Ⅱ)については表4に示すとおり本

市におけるミスジチョウ・クロコノマチョウの記録が

すでに発表5．） されている （データはなし）等、私以

外の方々による本報告74種以外の本市記録がすでにあ

るかと思うが、寡聞にして上記例以外知らない。なお

クロコノマチョウは現在まで本市に分布している種と

は断定できない（タイワンモンシロチョウの記録'4．）

は完全な偶産として除く）。 （Ⅲ)の例としてはギフチョ

ウ、オオムラサキがまず挙げられる。この2種は西宮

市、神戸市では局地的に分布するものの本市域内には

分布していない。その他にも今後市域内を精査するこ

とによって(nに該当する種がいくつか明らかになろう。

これは本市の蝶の主たる生息地である山地面積がおよ

そ10kliとごく狭く、局地種の分布する確率が当然低く

なることによる。

表3芦屋市・西宮市・神戸市の蝶の科別記録数

10+1v)

6

21

1

1

22

10

13

０
７
６
１
１
９
９
１

１

１

１

１

表4各市未記録種の内訳

神戸・西宮 神 芦屋・神戸

屋・西宮 聖書ご墓釜讓 備 考

アゲハチョウ ギフチョウ

西宮市にエゾスジグ
ロシロチョウは分布
すると考えられる

エゾスジグロシロチョウ
シロチョウ

’

ウラゴマダラシジミ

ミドリシジミ
ゴイシシジミ
シルビアシジミ
クロツバメシジミ

シジミチョウ ムラサキツバメ

テングチョウ

マダラチョウ

西宮市にウラギンヒ
ョウモンは分布する
と考える。
注)文献記録あり5．）

注)文献記録あり5．）

クモガタヒョウモン
ミスジチョウ註）
イシガケチョウ
オオムラサキ

オオウラギンヒョウ
モン

タテハチョウ ウラギンヒョウモン

クロコノマチョウ注） ヤマキダラヒカゲジャノメチョウ

ギンイチモンジセセ
リ

ヘリグロチヤバネ
セセリ

セセリチョウ

－37－
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ミスジチョウの羽化例
近藤伸一

1兵庫県飾磨郡夢前町山之内で、 1983年2月12日に採

集したミスジチョウの幼虫は、 4月3日終令となり、

4月20日蝿化したo 5月2日今にも羽化しそうだっ

たので、写真撮影するため蟠を日なたに持ち出したと

ころ、体を振動させ始めた。すぐに羽化が完了するも

のと時間を計ったところ、次に記すように長時間に及

んだ。今回の羽化は室内で蟠化したものを、急に日光

にさらしたので、自然の状態とは、大きく異なった条

1件婁潔潟鰯豐譽譜と轤惹｡I】
斜め（画）回転(D}の4種類があったので､参
考までに記入した。
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／
／
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１
１
１
１
１
１
１
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一
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２
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２
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１
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a
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＃
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二
噸~､
一

1
ｰ

＃
一

.豚~､

Zユ
冠

豚~、
一

二

鐘磯
廷危

10時54分振動を回始してから12時41分30秒羽化を始

めるまでの、 1時間47分30秒の間に、 3回延べ11分50

秒の静止状態以外は、体を振動させていた。振動の速

さは、 1分間に168回から最高226回であった。

） 以下羽化の状況を時間経過とともに記す。 12時33分20秒…振動開始

10時54分00秒…振動開始 分
分
７
１
３
４
時
時
２
２
１
１
一
一
分
分
６
０
３
４
時
時
２
２
１
１

分
分
ノ
ノ
回
回
６
１
０
１
２
２
一
一

分
分
分

ノ
ノ
／

回
回
回

８
５
０

６
９
９

１
１
１

止静

分
分
分
》

９
０
２
恥

戸
島
０
〕
（
叩
叩
）
〈
、
叩
》
●

時
時
時
》

ｍ
ｕ
ｕ
秒

一
一
一
如

分
分
分
分

８
９
１
３

５
５
０
０

時
時
時
時

０
０
１
１

１
１
１
１

一
一
一

12時41分30秒…振動ゆるくなり、蝿の背の部分力割

れる。

12時42分40秒…頭部と背力蝿から出る （写真1）

12時43分27秒…胸部はほとんど出る （写真2）

12時44分40秒…一気に踊から出る

12時44分46秒…翅が少し伸びる （写真3）

同じ場所で、 2回転する。

12時46分09秒…翅が伸びはじめる。 （写真4）

12時47分00秒…吸収管を伸し、巻く(3回）

12時47分40秒…翅伸びつづける。 （写真5）

12時50分00秒… 〃

11時09分20秒…振動再開

11時10分～ll時11分 199回/分←→

11時11分20秒………静止

11時13分30秒…振動再開

－39－
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13時17分40秒…吸収管伸ばす

13時19分44秒…蟠便排出(2滴）

13時21分50秒…閉じる

13時24分00秒…吸収管伸ばす

13時24分36秒…開く （巾は狭い）

13時26分18秒…閉じる

13時27分40秒…踊便排出（1滴）

13時38分00秒… 〃 (1滴）

13時39分00秒… 〃 (1滴）

吸収管はほぼ合さり、一本となる

13時45分00秒…吸収管伸す

13時53分00秒…蛸便排出(2滴）

13時59分00秒…吸収管伸す

14時14分01秒…蝿便排出（1滴）透明に近くなる リ
14時14分08秒… 〃 (2滴）

14時14分09秒… 〃 (1滴）

14時14分25秒･ ･ ･ " (1滴）

14時14分36秒… 〃 (1滴）

14時14分53秒･ ･ " (1滴）

14時15分08秒… 〃 (1滴）

M朧鯛|棚欝難藤郭…趣を
14時15分42秒…少し飛ぶ

12時51分30秒…翅ほとんど伸びる （写真6)

12時52分20秒…体の向を変え、吸収管をのばす

す
ぐ
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１ 13時09分00秒…まだ吸収管は、

唖
眼
露
塀

1

はなれている

13時09分40秒…蛎便を2滴排出

13時11分00秒…吸収管を伸ばす

13時12分40秒…開く （巾は狭い）13時12分40秒…開く （巾は狭い） （写真9）

13時13分30秒…閉じる （写真10)

13時13分32秒…開く （巾は狭い）

13時14分06秒…蝿便排出(3滴）

13時14分55秒…閉じる

13時16分01秒･･･吸収管のばす

13時16分30秒…開く (｢I]は狭い）
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夢前川のカゲロウ類

上野哲郎

扁平な形をしたヒラタカゲロウ科の個体数が多く採集

できた。特にエルモンヒラタカゲロウが多かった。

1 ．はじめに

近年、河川の水質汚濁が大きく叫ばれ、その裏付け

としてこれら河川に住む水生昆虫の棲息状況の調査が

盛んに行なわれている。姫路市及び近郊を流れる河川

についても種々調査が行なわれ、その結果に対する措

置も適切に行なわれている。 しかしながら姫路市内を

流れる夢前川については、あまり手が入れられていな

い様に思われるので以前からこのことに関心があった

筆者は、 とりあえず調査できる範囲内で手を入れてみ

た。まだ日も浅く、十分なまとめもできないが、これ

を契機に一人でも多くの方に関心をもっていただけれ

ば幸いである。

今後、更に調査研究を進めていかねばならないが皆

様方のご教示の程よろしくお願いいたします。

なお、調査に同行いただいた、稲田和久、柿谷幸広

大前晋、坂野慎治、松本勝由の諸氏に厚く御礼申し

上げます。 坐一,↑
キョリ

○B地点（山之内）

川幅約20m、水深30～40cm、主にみかん大からスイ

カぐらいの石礫底。支流、本流の合流点。表面流速は

鱒篁皇鰐髻謹/蓋懸雲鰯皇麗雲（
り多いと思われるoA地点で採集できたフタスジモン

カケロウは採集できず、モンカゲロウのみであった。

○C地点（山之内）

川幅約10m，水深20～30cm，主にみかん大の石礫底

○表面流速0.5m/secoかなり深い所（約2m)もある。

夏はキャンプ地としてにぎわう。チラカゲロウが多数

採集できた。しかし、ヒラタカゲロウ科の個体数は少

ない。

坂根A
○D地点（前之庄）

川幅約40m、水深20～40cm、みかん～すいか大の石

礫底。表面流速0.6m/sec｡マダラカゲロウ科が多数採

集できた。種類数も多く、現存量も多いと思われる。

上i

2．調査概要

，山之内
(立船野）
B

調査場所は、夢前川5地点につい

て行なった(図1)。調査期間は、 19

81年11月の1ヶ月間である。

調査方法は、スコップ、バケツ、

目の細かい玉網を用い、各地点とも

瀬、淵の両方で、約30分間幼虫の採

集を行なった。

○E地点（塩田）

川幅約10m、水深20～30qn、みかん～すいか大の石｜
礫底◎表面流速0.3m/seco ヒラタカゲロウ科が種類

も個体数も極端に少なかった。ムスジモンカゲロウが

2個体採集できた。

表2

，山之内
(木戸ダム）
C

前之庄，

3．採集結果
塩田E

採集結果は表1のとおりである。

合計6科10属22種が採集できた。

調査地点別に、環境、採集品の特

徴等について述べてみる。

○A地点（坂根）

川幅約2.5m､水深30～50cm，主に

スイカぐらいの石礫底からなるが、

砂底も多い。表面流速はかなり速く 〔図1．調査地〕

－42－
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表1 ．調査地点別カケロウ目の種類数（1981年11月）

、

１

調査地点A:=坂根(雪彦山) B=山之内(立船野) C=山之内(木戸ダム) D=前之庄(鹿谷橋）

E==塩田(塩田温泉) (+)=採集を表す。

－43－

A B C ， E

Ephemeridaeモンカケロウ科

Ephemerajaponica フタスジモンカケロウ

Ephemerastrigataモンカゲロウ

Ephemeralineata ムスジモンカゲロウ

Leptophlebiidae トビイロカケロウ科

Paraleptophlebiachocoratoナミトビイロカゲロウ

Paraleptophlebiasp. トビイロカケロウ属、 1種

Potamanthidae カワカケロウ科

Potamanthuskamonisキイロカワカケロウ

Ephemerellidaeマダラカケロウ科

Ephemerellabasalis オオマダラカゲロウ

Ephemerellayosinoensis ヨシノマダラカゲロウ

Ephemerellarufa アカマダラカゲロウ

Baetidae コカケロウ科

BaCtisthermicus シロハラコカゲロウ

CloCondipterumフタバカゲロウ

Baetiella
● ●

】apomca フタバコカゲロウ

Isonychiajaponicaチラカゲロウ

SiphlonurIissanukensisナミフタオカゲロウ

Ecdyonuridae ヒラタカケロウ科

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

peorusuenol

peorus

ウエノヒラタカゲロウ

latifoliumエルモンヒラタカゲロウ

peorusnapaeus

peorus

タニヒラタカゲロウ

ikanonisナミヒラタカゲロウ

Epeoruscurvaturusユミモンヒラタカゲロウ

Ecdyonurus tobiironis クロタニガワカゲロウ

Ecdyonurusyoshidae シロタニガワカゲロウ

Ecdyonurussp. タニガワカケロウ属の1種

＋
＋
＋
＋
＋
＋
種

●

6

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
十
＋
＋
＋
＋
＋
13種

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
8種

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
種11

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

8種







てんとうむし2641984.NQ9

市の蝶
高嶋 明

加古川

I.志方町の蝶類

私は､1966年九州の青井岳にてイシガケチョウを見て｢何

ときれいな蝶だ」と思い､それからずるずる蝶屋の道へ

入ってしまい今日まで来てしまいました。

中学生の頃は、これと言った資料も無く、光の国学

習コンパクト図鑑と手製のネットをたよりに身近な志方

町の蝶を追っていました。東播地方の詳しい資料もあ

まりなく独学にてやってきましたので、あまり詳しく

もなく不十分な所も多くありますが、当紙面をおかり

して報告してみたいと思います。

志方町は加古川市と昭和54年2月1日に合併し、東

北丘陵地帯13kmにわたって「県立中部丘陵自然公園」

に指定されています。人口は昭和58年9月現在14,312

人で、恵まれた自然と史蹟の重要なものが多い。最高

峰の高御位山(304.2m)をはじめとして、中道子山城跡

やセツ池、 さらに長楽寺、子安地蔵尊などがある。

10数年間にわたり採集調査を行い約83種の蝶を採集

したが、何分昔の資料には不明な所が多く、今回は19

83年度だけにしぼり計76種の蝶を確認したことを記し

てみた。

、

ﾊ..」 ‘加西市
I ‘､．.-一･･‘､､､.I
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(1)、志方町の蝶リスト

多い種◎普通○少ない△

アケハチョウ科揚翅蝶科(Papilionidae)

◎アケハ揚翅蝶

(Papilioxuthus LINNAEUS)

◎キアケハ黄揚翅蝶

(PapiliomachaonLINNAEUS)

◎アオスジアケハ青條揚翅蝶

(GraphiumsarpedonLINNAEUS)
△ナガサキアケハ長崎揚翅蝶

(PapiliomemnonCRAMER)

△ギフチョウ岐阜蝶

(LuehdorfiajaponicaLEECH)

《

○ジャコウアケハ霧香揚翅蝶

(Atrophaneura alcinous KLUG)

◎クロアケハ黒揚翅蝶

(Papilioprotenor CRAMER)

○オナガアケハ尾長揚翅蝶

(Papiliomacilentus JANSON)

○モンキアケハ紋黄揚翅蝶

(Papiliohelenus LINNAEUS)

○カラスアケハ烏揚翅蝶

(Papiliobianor二 CRAMER)

△ミヤマカラスアケハ深山烏揚翅蝶

(Papiliomaackii MENETRIES)

テングチョウ科天狗蝶科(Libytheidae)

◎テングヂョウ天狗蝶

(Libytheaceltis FUESSLY)
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シロチョウ科白蝶科 (Pieridae) ◎キタテハ|黄峡蝶
(Polygoniac-aureumLINNAEUS)

◎ゴマダラチョウ胡麻斑蝶

(HestinaJaponica C.&R.TELDER)

◎コムラサキ小紫蝶

(Apaturailia DENIS&SCHIFFERMULLER)

◎モンシロチョウ紋白蝶

(Pierisrapae LINNAEUS)

○スジクロシロチョウ條黒白蝶

(PierismeleteMENETRIES)

○ツマキチョウ棲黄蝶

(Anthocharisscolymus BUTLER)

○ツマグロキチョウ棲黒黄蝶

(Euremalaeta BOISDUVAL)

○キチョウ黄蝶

(EuremahecabeLINNAEUS)

○モンキチョウ紋黄蝶

､ (Coliaserate ESPER)

△オオムラサキ大紫蝶

(Sasakiacharonda HEWITSON)

マダラチョウ科斑蝶科(Danaidae)

△アサギマダラ浅黄斑蝶

(Paranticasita KOLLAR)

タテハチヨウ科峡蝶科(Nymphalidae) シジミチョウ科小灰蝶科(Pieridae)

◎ヤマトシジミ大和小灰蝶

(Pseudozizeeriamaha KOLLAR)

◎ルリシジミ瑠璃小灰蝶

(Celastrinaargiolus LINNAEUS)

◎ツバメシジミ燕小灰蝶

(Everesargiades PALLAS)

△シルビアシジミ SYLVIA小灰蝶

(ZizinaotisFABRICIUS)

○コツバメ小燕蝶

(Callophrysferrea BUTLER)

◎ベニシジミ紅小灰蝶

(Lycaenaphlaeas LINNAEUS)

△ゴイシシジミ碁石小灰蝶

(Tarakahamada DRUCE)

○ウラナミシジミ裏波小灰蝶

(Lampidesboeticus LINNAEUS)

◎ムラサキシジミ紫小灰蝶

(NarathurajaponicaMURRAY)

○ウラゴマダラシジミ裏胡麻斑小灰蝶

(Artopoetespryeri MURRAY)

○アカシジミ 赤小灰蝶

(Japonicalutea HEWITSON)

○ウラナミアカシジミ裏波赤小灰蝶

(Japonicasaepestriata HEWITSON)

◎ミズイロオナガシジミ 水色尾長小灰蝶

(Antigiusattilia BREMER)

△ウラキンシジミ裏金小灰蝶

(Ussurianastygiana BUTLER)

○ミドリヒョウモン緑豹紋蝶

(Argynnispaphia LINNAEUS)

○メスグロヒョウモン雌黒豹紋蝶

(DamorasaganaDOUBLEDAY)

○ツマグロヒョウモン棲黒豹紋蝶

(Argyreushyperbius LINNAEUS)

○オオウラギンスジヒョウモン大裏銀條豹紋蝶

(ArgyronomeruslanaMOTSCHULSKY)

○ウラギンスジヒョウモン裏銀條豹紋蝶

(Argyronomelaodice PALLAS)

○クモガタヒョウモン雲型豹紋蝶

(NephargynnisanadyomeneC&R.FELDER)

◎コミスジ小三條蝶
、 (NeptissapphoPALLAS)

△ホシミスジ星三條蝶

(Neptispryeri BUTLER)

△イチモンジチョウ－文字蝶

(Limenitiscamilla LINNAEUS)

△アサマイチモンジチョウ浅間一文字蝶

(LimenitisglorificaFRUHSTORFER)

○アカタテハ赤峡蝶

(Vanessaindica HERBST)

○ヒメアカタテハ姫赤峡蝶

(Cynthiacardui LINNAEUS)

◎ルリタテハ瑠璃蚊蝶

(Kaniskacanace LINNAEUS)

◎ヒオドシチョウ緋鰄蝶

(Nymphalisxanthomelas DENIS&SCHIFFERMULLER)
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△ホソバセセリ 細翅拝蝶

(LsoteinonlamprospilusC.&R.FELDER)

○コチャバネセセリ 小茶翅拝蝶

(ThoressavariaMURRAY)

○ミヤマチャバネセセリ深山茶翅拝蝶

(PelopidaSjansonis BUTLER)

△オオチャバネセセリ 大茶翅排蝶

(PolytremispellucidaMURRAY)

△イチモンジセセリー文字拝蝶

(Parnaraguttata BREMER&GREY)

○チャバネセセリ茶翅拝蝶

(Pelopidasmathias FABRICIUS)

△キマダラセセリ黄斑祷蝶

(PotanthusflavumMURRAY)

△ダイセンシジミ大山小灰蝶

(Wagimosignata BUTLER)

△キマダラルリツバメ黄斑瑠嫡燕蝶

(SpindasistakanonisMATSUMURA)

◎ミドリシジミ緑小灰蝶

(Neozephyrustaxila BREMER)

△オオミドリシジミ大緑小灰蝶

(FavoniusorientalisMURRAY)

◎トラフシジミ虎斑小灰蝶

(RapalaarataBREMER)

ウラギンシジミ科裏銀小灰蝶科(Curetidae)

《

◎ウラギンシジミ裏銀小灰蝶

(CuretisacutaMOORE)

(2)、志方町の蝶数種について

オオムラサキ(Sasakiacharonda HEWITSON)ジャノメチヨウ科蛇目蝶科(Satyridac)

<食餌植物＞ニレ科のエノキ△ウラナミジャノメ裏波蛇目蝶

(Ypthimamotschulskyi BREMER&GREY)

◎ヒメウラナミジャノメ姫裏波蛇目蝶

(Ypthimaargus BUTLER)

○ジャノメチョウ蛇目蝶

(Minoisdryas SCOPOLI)

○ヒメジャノメ姫蛇目蝶

(MycalesisgotamaMOORE)

△コジャノメ小蛇目蝶

(Mycalesisfrancisca CRAMER)

○ヒメヒカゲ姫日蔭蝶

(CoenonymphaoedippusMBRICIUS)

○ヒカケチョウ 日蔭蝶

(Lethesicelis HEWITSON)

○クロヒカケ黒日蔭蝶

(Lethediana BUTLER)

○サトキマダラヒカケ黄斑日蔭蝶

(NeopegoschkeuitschiiMiNETRIES)

オオムラサキは、少ないながらも志方町と加西市の

中間にある一乗寺に発生しており、本年も7月14日を

皮切りに罰6頭を採集しました。その中の1頭は加古

川市の山本さん（姫昆）が採集されました。他の地域

では、 7月23日に志方町城山公園内のニレの木に吸樹

している個体を目撃しましたが採集できませんでした。

おそらく公園内のエノキに発生しているものと思われ

ます。その他採集できずに目撃した個体は、長楽寺、

西牧、宮山公園などですが、今後各地域よりまだまだ
f発生地力確認できそうです。

7.月14日

7月18日

7月23日

7月24日

7月30日

7月31日

採集例、一乗寺

一乗寺

一乗寺

高畑

高畑

一乗寺

毎
罰
罰
印
ダ
ダ

－
１
１
１
１
１

セセリチョウ科梼蝶科(Hesperiidae)

○ミヤマセセリ深山拝蝶

(Erynnismontanus BREMER)

△ダイミョウセセリ大名祷蝶

(DaimiotethysMENETRIES)

ギフチョウ (LuehdorfiajaponicaLEECH)

<食餌植物＞ウマノスズクサ科のカンアオイ属

志方町では食草になるヒメカンアオイ力欝非常に少な
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oアブラゼミ

(GraptopsaltrianigrofuscataMotschulsky)

日本全土に最も普通な種であり、姫路市内でも最も

多いセミである。この普通種のセミでも幼虫期間は6

年もかかるといわれている。特にナシやリンゴなどの

果樹園に発生して意外な害を与えることがあるという

成虫・幼虫ともに果樹害虫である。名前の由来は鳴き

方ｶ、油で揚げものをしている時の音に似ているから

でジージリジリジリと鳴く。 7月上旬より出現。

〈採集例＞

姫路市山田町牧野1忽 12－Ⅷ-1964 col・相坂耕作

姫路市勝原区丁 1忽 8－Ⅷ-1983 col.前田和彦

姫路市書写山 1罰 7－Ⅷ-1983 co1.古谷夕子

姫路市の昆虫（セミ科）

相坂耕作

はじめに

閑さや岩にしみ入蝉の青（芭蕉）蝉鳴や行者の通る

午の刻（蕪村）初蝉や人投陰をしたふ頃（一茶）のよ

うに昔から蝉は漢詩・和歌・俳句や詩の中にまで歌わ

れ、 また我々の生活にも無意識のうちにも、セミに対

、していくらかの親しみFは感じているものと思われま塊
， 筆者は恥てんとうむしNQ6蝋にて姫路市の昆虫とし

て蝶、 トンボを記したが、今回は姫路市の昆虫として

セミ科を取り上げてみた。筆者自身も専門的にもセミ

を採集研究している訳でもなく、どちらかといえば消

極的な内職イメージでもある。 しかし姫路にはどんな

蝉がいるかと考えた時データがなくては困ることもあ

るので一応筆者自身が採集した蝉及び姫路市立科学館

の児童生徒の採集データなども利用させて頂き、全種

について解説採集データを記して報告しておく。

Oニイニイゼミ

(PlatypleuraKaempferiFabricius)

この種も最も普通な小型種で、姫路地方では6月下

旬の梅雨あけのころから至るところでチィー……と鳴

きはじめる。各種の樹木に生息し、 8月には個体数は

減っていき9月初旬まで見られる。姫路の各地にいる。

〈採集例＞

姫路市山田町牧野 1畝4－Ⅷ-1968col・相坂耕作

姫路市飾磨区入船町1¥10－Ⅷ-1983col.相坂耕作

姫路市四郷町 l伊5－Ⅷ-1983col・古谷夕子

Oセミとは

セミは半翅目、半翅亜目に属し、羽化するまで数年

かかるという昆虫で、成虫になると数日で死ぬという

運命の短い昆虫である。現在日本に産するセミは36種

あり、兵庫県下には13種が知られている。そのうち姫

路市内には8種類が分布し、成虫の出現期もハルゼミ

のように4月頃から出る種やチッチゼミのように9月

1頃出る種とまちまちである。幼虫は土の中で、木の根
から液を吸収し羽化はおもに夕方から早朝にかけてお

こなわれる。成虫は木の汁や果物などの汁も吸う。

oヒグラシ

(TannajaponensisDistant)

姫路市では書写山や、増位山、広峰山その他の低山

地に生息していて、 7～8月に多くおり、その鳴き方

は特徴があり、カナカナカナとの金属音を発する。好

んで夕刻や曇天に鳴き、 ここは山だと証明している鳴

き声である。

〈採集例＞

姫路市書写山 13 30－Ⅷ-1974 col・相坂耕作

姫路市書写山 1罰 7－Ⅷ-1983 col.古谷夕子

oクマゼミ

(Cryptotympanajaponensislcato)

姫路では最も普通に産するセミのうちの1種で瀬戸

内海側には特に多い。西日本ではセンダン、カキなど

に多い。鳴き方はシャアシャアかシャシャシャである。

姫路市の書写山、広峰山、増位山などは7月上旬より

出現する。

〈採集例＞

姫路市姫路城 13 1－Ⅷ-1965 Col.相坂耕作

姫路市飾磨区 1旱 2－Ⅸ-1982 col.相坂耕作

姫路市勝原区丁 1罰 27－Ⅷ-1983 col､前田和彦

姫路市四郷町 1ざ1 5－Ⅷ-1983 col.古谷夕子

oハルゼミ

(Terpnosia vacua Olivier)

書写山など姫路の低山地に4月頃から5月中旬くら

いまで鳴いている。松林におりムゼームゼー又はケー

キョ・ケーキョともギィャーギィャーともきこえる。

鳴き声の割には成虫は案外採れないようである。

〈採集例＞

姫路市山田町藤の木山1旱9-V-1982col.相坂耕作
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広峰、増位山系の昆虫
木村 郎

一
一
一

で春先のイボタガを初めモンクロベニコケガ、ナカグ

ロキドクガ、ビロードハマキが目についた。

蜻蛉目ではオオエゾトンボに注意したが確認できな

かった。直翅目ではクツワムシが少ないながら生息し

ている。鞘翅目ではエゾカタピロオサムシ、 ヒケコメ

ッキなどがめずらしい種として確認された。

春は鞘翅目のハムシ科、初夏はカミキリムシ科、夏

はコガネムシ科が多いというふうに季節によって発生

する昆虫の種類は、植物と同様種々多様であり、その

数も季節によって違いが見られる。

広峰、増位山系昆虫採集リスト

姫路地方は、気候が温暖であり、植物の分布上から

ま、シイ、カシ、 クスノキなどの暖帯性の常緑広葉樹

)曾生育する地域に属する。

ごく最近まで近くの山々の木は薪炭材として伐採さ

t、多くはマツ林です。最近はマツクイ虫や公害等の

皮害を受け、大きな木が枯れて、貧弱な林になってい

たす。その上、市街地近くの山すそはどんどん切り開

謎鰯二掌字譽払林そのものが少なくなって“
幸い広峰、増位山系にはそれぞれの山頂に古くから

貴拝されてきた広峰神社、随願寺などの神社や仏閣カガ

6るために、長い間手が加えられていない、社寺林ｶ§

診成され、シイやカシの茂る極相状態の貴重な林が見

られます。

今回の対象域は標高200～250mの丘陵ないし低山地

で、一部が国有林となっており、昆虫類が好む、 きわ

bて広範囲にわたってコナラ、アベマキ林が存在する。

またハンノキ、エノキ、カラスザンショウなども各所

こ見られ、落葉広葉樹の優越する地域となっている。

このような環境を反映して昆虫類はかなり多様であ

う、平地～低山性のミドリシジミ類、カミキリムシ類

段ど多くの種が確認されている。

今回の採集の結果、約450種の昆虫類の分布が確認

された。 （1982年3月～1982年8月）

なかでもキマダラルリツバメが広峰神社の参道で、

W化失敗の個体採集により広峰､増位山系にも発生し
ていることが確認できた。本種は日本ではアリとの共

ｾ関係にまじわるきわめて特殊なものである。

近くでは、そうめん滝において毎年少ないながらも

暗生している。以前姫路市周辺でもつぎつぎ採集され

ていたが、いずれも生息環境が悪くなり発見にいたっ

ていない。

同じく鱗翅目ではナガサキアケハが近年になってか

ら定着してきた。 15年程まえはクロシジミカ罫多く、

司られたポイントも環境が変ってしまいとくに注意し

てまわったが発見できなかった。 半面アカシジミや

ララナミアカシジミ等における黄昏時に花ふぶきが見

うれた。その他ではウラキンシジミ、モンキアケハ、

ゴイシシジミが多く、姫路市からは初記録のウラミス

ジシジミも増位山系で確認された。

峨類の多くはハイランドビラ広峰の夜間採集が中心

－53－

目 科 種

艀蛎目 ヒラタカケロウ科 未同定 1種

蜻蛉目 イトトンボ科

モノサシトンボ科

アオイトトンボ科

カワトンボ科

サナエトンボ科

オニヤンマ科

ヤンマ科

エゾトンボ科

※

※

※

キイトトンボ

アジアイトトンボ

アオモンイトトンボ

クロイトトンボ

モノサシトンボ

ホソミオツネントンボ

アオイトトンボ

コバネアオイトトンボ

オオアオイトトンボ

ﾉ､グロトンボ

カワトンボ

ヤマサナエ

フタスジサナエ

オグマサナエ

タベサナエ

エ
エ
エ

ナ
ナ
ナ

サ
サ
サ

ド
ロ
ガ

ビ
ジ
ナ

ダ
オ
オ

アオサナエ

コオニヤンマ

オニヤンマ

ミルンヤンマ

カトリヤンマ

オオルリボシヤンマ

ギンヤンマ

ヤブヤンマ

クロスジギンヤンマ

トラフトンボ

オオエゾトンボ

ﾉ､ネビロエゾトンボ

タカネトンボ
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種

エビガラスズメ

サザナミスズメ

モモスズメ 。

オォスヵシバ

ホシヒメホウジャク

ホシホウジャク

ベニスズメ

コスズメ

シンジュサン
〆

ヤママユ

クスサン

オオミズアオ

キハダカノコ

スジベニコケガ

スジモンヒトリ

サラサヒトリ

ヨッボシホソバ

ゴマダラキコケガ

（
ブドウスカシバ

フサヤガ

アオスジアオリンガ

コガタノキシタバ

アケビコノノ、

ムクゲコノノ、

フクラスズメ

シラフクチバ

オオシラフクチバ

シャクドウクチバ

キクキンウワバ

－54－

目 科

鱗翅目 スズメガ科

ヤママユガ科

イボタガ科

カノコガ科

ヒトリガ科

スカシパ科

トラガ科

ヤガ科

目 科 種

トンボ科 ノシメトンボ

コノシメトンボ

キトンボ

ウスバキトンボ

コシアキトンボ

チョウトンボ

ネキトンボ

ゴｷプﾘ目 ゴキブリ科 チャバネゴキブリ

直翅目 ナナフシ科

カマキリ科

バッタ科

ケラ科

コロギス科

※

ナナフシ

オオカマキリ

ハラビロカマキリ

カマキリ

ショウリョウバッタ

ウマオイ

キリギリス

トノサマバッタ

クツワムシ

スズムシ

ケラ

コロギス

半翅目 サシガメ科

カメムシ科

ヘリカメムシ科

マルカメムシ科

サシガメ科

カメムシ科

セミ科

ヨコヅナサシガメ

チャバネアオカメムシ

オオヘリカメムシ

ホシノ､ラビロヘリカメムシ

ホソヘリカメムシ

マルカメムシ

ハラビロマキパサシガメ

チャイロカメムシ

エゾアオカメムシ

ﾄケカメムシ

スコットカメムシ

クチブトカメムシ

アカスジカメムシ

ムラサキカメムシ

マルシラホシカメムシ

ヒメノ､サミツノカメムシ

セアカツノカメムシ

トケシラホシカメムシ
L

ニイニイゼミ

クマゼミ

アブラゼミ

ミンミンゼミ

ヒグラシ

ﾉ､ルゼミ

ツクックボウシ
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科目 種 種科卜I

ヤガ科 オオトモエ

フサヤガ

チャイロキリガ

アカバキリガ

キノカワガ

マツキリガ

キバラケンモン

ウスベリケンモン

カブラヤガ

アワヨトウ

アカエグリバ

アミメコヤガ

セダカシャチホコ

モンクロシャチホコ

ルリモンシャチホコ

キシャチホコ

マイマイガ

モンシロドクガ

ナカグロキドクガ

アカヒケドクガ

ブドウドクガ

タケカレハ

オビガ

ウスギヌカギバ

ウコンカギバ

ヤマトカギバ

オオアオシャク

クロスジアオシャク

コシロオビアオシャク

ギンスジアオシャク

キマタ．ラオオナミシャク

ユウマダラエダシャク

クロノ、グルマエタ．シャク

フタテンオエダシャク

トンボエダシャク

キオビゴマダラエダシャク

ゴマダラシロエダシャク

オオゴマダラエダシャク

ﾋｮｳﾓﾝｴグシャク

エグリヅ､マエダシャク

ウスキツバメエダシャク

ハグルマエダシャク

ビロードナミシャク

ヒメクロイラガ

ウストビイラガ

マダラガ科 ウスバ､ソバメガ

ホタルカ．

ゴマフボウトウ

マドガ

アカジママドガ

シロヒトモンノメイガ

セスジノメイガ

マエアカスカシノメイガ

シロスジットガ

ビロードハマキ

キンモンガ

イカリモンガ

キシャチホコ

サカハチトガリバ

オオマエベニトガリバ

アヤトガリバ

ミヤマセセリ

ダイミョウセセリ

ホソバセセリ

キマタ．ラセセリ

コチャバネセセリ

イチモンヂセセリ

ジャコウアケノ、

アオスジアケノ、

アゲノ、

キアケハ

クロアケノ、

モンキアケハ

カラスアケノ、

ミヤマカラスアケノ、

ナガサキアケハ

キチョウ

ツマグロキチョウ

ツマキチョウ

モンキチョウ

スジグロシロチョウ

モンシロチョウ

アサギマダラ

テングチョウ

ウラギンシジミ

ウラゴマダラシジミ

/ミズイロオナガシジミ

アカシジミ

'ウラナミアカシジミ

'ウラキンシジミ

ボウトウガ科

マドガ科

メイガ科

'､マキガ科

､ソバメガ科

イカリモンガ科

シャチホコガ科

トガリバガ科

シャチホコガ科
、

ドクガ科 セセリチョウ科

科
科

ガ
科
ガ

ハ
ガ
バ

レ
ビ
ギ

カ
オ
カ

アケハチョウ科

シャクガ科

L

シロチョウ科

マタ．ラチョウ科

テングチョウ科

ウラギンシジミ科

シジミチョウ科一

ノ

イラガ科
）
／

－55－
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科 種科 種 目日

オサムシ科 ヒメオサムシ

ヤコンオサムシ

マヤサンオサムシ

エソ．カタビロオサムシ

マイマイカブリ

アオゴミムシ

オオズケゴミムシ

スジルリゴミムシ

オオマルクビゴケムシ

ホソクビゴミムシ

マルガタゴミムシ

オオゴミムシ

セアカゴミムシ

アトボシアオゴミムシ

ヤホシゴミムシ

キボシアオゴミムシ

､ソヤヒメヒョウタンゴミムシ

ヨッボシモンシデムシ

オオヒラタシテ、ムシ

モモブトシデムシ

アオバアリガタハネカクミ／

ミヤマクワガタ

コクワガタ

ヒラタクワガタ

ネブトクワガタ

オオセンチコガネ

カブトムシ

ドウガネブイブイ

オオスジコガネ

セマダラコガネ

チャイロコガネ

オオクロコガネ

ビロードコガネ

カバイロビロードコガネ

ヒラタハナムグリ

カナブン

シロテンハナムグリ

コアオハナムグリ

カドマルエンマコガネ

ウスチャコガネ

シラホシハナムグリ

アオハナムグリ

ウバタマムシ

タマムシ

クロタマムシ

シジミチョウ科釜グミドリシジミ

ォオミドリシジミ

フラミスジシジミ

コッノfメ

1－ ､ ､乎 、

I、フフンンミ

キマダラルリ ､ソバメ

ムラサキシジミ

ゴイシシジミ

ベニシジミ

ヤマトシジミ

ウラナミシジミ

ルリシジミ

ヅバメシジミ

クロシジミ

ウラギンシジミ

コムラサキ

ゴマタ．ラチョウ

イ"チモンジチョウ

コミスジー

ホシミスジー

サカハチチョウ

キタテハ

アカタテノ、

ヒメアカタテハ

ヒオドシチョウ

ルリタテノ、

ウラギンヒョウモン

ウラギンスジヒョウモン

ミドリヒョウモン

メスグロヒョウモン

クモガタヒョウモン

ヒメウラナミジャノメ

ヒメジャノメ

コジャノメ

ジャノメチョウ

ヒカゲチョウ

クロヒカケ

サトキマタ．ラヒカケ

争
巳
１
吋

ゴミムシ科

一

タテハチョウ科

〆
ヒョウタンゴミムシ科

シデムシ科

〆
一

〆

〆繰 ハネカクシ科

クワガタ科

〆

センチコガネ科

コガネムシ科

山
も
，

」

ジャノメチョウ科
／

／

／

ヘビトンボ科

ゥスバヵヶロウ科

ツノトンボ科

脈翅| ’ 診、ビトンボ

ゥスバヵゲロゥ

ツノトンボ

鞘翅| ’ ハンミョウ科 ニワハンミョウ

ノ、ンミョウ

コニワノ、ンミヨウ

オオオサムシ

タマムシ科

オサムシ科
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兵庫県昆虫年表
白一
同 橋寿郎

斉画，京都，須原屋平佐衛門梓.美濃紙版，

絵入，九五丁。養蚕について記述したもの

であるが，巻上のはじめに， 日本蚕始りの

事，中華蚕始りの事，すなわち養蚕の歴史

を載せ， また虫おくりの記事ならびに絵が

ある（日本博物学史兆

はじめに。 室井緯博士が蝋兵庫県生物年表蝋を

1975年に発表された（姫路学院女子短期大学紀要，第

3号）のを拝見して昆虫に関しての事項が案外と少い

ので昆虫のみの年表を作製して見たらと考えてまとめ

たのが本表である。

作ってみてつくづく力不足を感じた。やはり古い所

の文献が充分で無い，それと県下の公的機関の研究状

況とか出版物が見られない。各学校での研究会の活動

状況等もわからない等々で大変大雑把なものになって
しまった。まあ兵庫県に於ける昆虫研究の歴史的流れ

を眺めて頂くことが出来れば良いと思う次第である。

重要な文献の見落しとか浅学による誤りも多々ある

こと爵思われる御叱正，御教示を頂くことが出来れば

幸である。

尚同一年内の収載事項の前後は根拠がない。

本表作製には多くの方々の御援助，御協力を頂いて

いる一々芳名は記さないが厚く御礼申しあげさせて頂

く。また文中の人物の敬称は省略してある。お赦しを

乞う。

率＝＝まま率奉塞率率塞奉奉塞奉塞率塞奉奉幸率率

1826 ・ 正月23日 （陽， 3月1日)，シーボルトー行下

文政9年関を出航,瀬戸内海を東へ向かい,室伊
津，兵庫県揖保郡）に上陸， 2月1日，室

を発し陸路を竜野，姫路，兵庫，西宮を過

ぎて5日大阪に入る （日本博物学史兆

1864 ・ イギリス人ルイス(G.Lewis)長崎に来り

元治1年明治5年まで在留す。その間，長崎,兵庫，

大阪を中心に甲虫を採集し自身ならびにヨ

ーロッパの専門家の研究に資料を提供わが

邦並びに兵庫県の甲虫研究の基礎をおいた

（日本博物学史兆

1872 ． 3月5日，松村松年，兵庫県立明石郡大明

明治5年石町東片端に生れる。明治28年札幌農学科

卒業。昭和9年退職時北海道帝国大学教授〈

日本の昆虫に就いての研究報告は多数に及

ぶ。また各専門家の研究資料に提供もされ

縣毫薙駕蛎繍琴:漁
88才。

播磨丹後にイナゴ害甚大(兵庫県生物年表L

当時(701,大宝1年)の記録で蜂（オウネム

シ）の大害が生じるとある。蝮といってあ

るのは稲の害虫の総称であって主として瞑

虫とウンカを指示したものであろう ，(日本

博物学史兆

950

1017 ・ 丹波，但馬，摂津，播磨などイナコ害甚大。

寛仁元年ことに丹波の被害はもっとも大きかった（兵

庫県生物年表入この場合のイナゴと言うの

も蟷害のことで主として蟆虫とウンカの意

味だと考えられる。

1874 . ドイツ商人レンツ(Lenz,Tuiscon)は神戸

明治7年に滞在期間(1874～1880)中多くの甲虫を採

集ドイツに標本を送って専門家に研究をゆ

だねる。中に良く知られたキョウトアオハ

ナムグリがある(高橋寿郎,兵庫生物,1978兆

1456 ・ 伊勢，三河，相模，近江，丹波，但馬六ケ

延暦15年国の女二人宛を陸奥に遣わし2年間養蚕法

を伝習せしめる。

1875 . ドイツ大使館顧問レイン博士(Dr.JohanJ.

明治8年Rein)は1875～1876年日本に滞在漆器や陶

磁器，製紙等の調査をする一方各地を旅行

し昆虫の採集をする。兵庫(神戸)には明治

8年に1回，明治9年に2回採集に来てい

る。この内甲虫に就いてはL.V.Heydenが

1803 ・ 正月「養蚕秘録」巻上，中，下三冊刊。但

享和3年馬国養父郡蔵垣村（大屋）の人，上垣伊兵

衛守国著，京都の法橋西村中和，速水春暁

－62－
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2つの論文を発表している（1875, 1876）

(村山醸造，昆虫研究， 1938)。

1908 ・ 井口宗平,､兵庫県佐用郡産昆虫目録蝋と題

明治41年して膜鱗双甲の四目を除いて発表（昆虫世

界,m: 127-133), 10目, 343種が記録さ

れている。佐用郡半迩強目目録は207種を130

-133号に発表されている。

1881 ・ イギリス人ルイス(G.Lewis)再度採集旅

明治14年行のため来日， 6月4日～9日,兵庫,湊川,三

宮,摩耶山で主として甲虫を採集す(月刊む

し， 1971)。 1909 ・ イギリス人ルイス(J.E.A.Lewis)ボルネ

明治42年オ国会議会書記官を退官，永住の地を神戸

市の原田にもとめて来日，死去まで（1938

年1月8日神戸にて死去）神戸を中心に多数

の甲虫を採集， イギリスに送って同地の研

究者に研究を依頼した。氏が発見神戸の名

を冠した甲虫も多くある。氏が専門家に送

って名称の決定された標本は2,538もある

と （関西昆虫雑誌第5巻兆

1888 . 11月東京動物学会から「動物学雑誌」創刊

明治21年さる。

1897 ・ 名和靖，雑誌「昆虫世界」を創刊する。

明治30年菊版(1946年通巻543号で廃刊先

、

T898 ． 10月5日松村松年著「日本昆虫学｣一冊刊，

明治31年東京，裳華房。菊版クロース装。本文263

ページ，挿図229,索引26ページ。本邦にお

ける昆虫学の成書として初めて（日本博物

学史兆

1915 . 大日本昆虫学会機関誌軌昆虫学雑誌〃創刊

大正4年号発行さる(京都入発起人は野平安芸雄，

江崎悌三，芝川又之助，鈴木元次郎で兵庫

県にも関係のある方もふくまれている。ま

た同誌上には兵庫関係の報文も発表された。

同誌は第4巻，第1号(1919)で廃刊となっ

た。

1900 . 大上宇一，播磨昆虫雑記（昆虫世界， Ⅳ。

明治33年1),播磨蝶類報（動物学雑誌，Ⅲ：139)を

発表。邦人による兵庫県で初めての昆虫に

関する報文を発表される。また大上宇一は

本県の昆虫採集を初めてやった人である。 1916 ． 3月27日芝川又之助死去，享年27才。氏は

大正5年住居の関係で須磨，甲東園での昆虫採集を

可成りやっておられた。それらの採集品を

もふくめた所蔵標本目録が死後発刊された

（紫水遺稿，別巻， 1936兆

1901 。 樽谷明吉、六甲山の南御影地方の蝶〃35種

明治34年を報告する （動物学雑誌入

・ 大上宇一は揖保郡を中心とした播磨地方の

甲虫相を、動物学雑誌蝋上にこの年9篇，

翌1902年に2篇， 1903年に1篇を発表する。
、 以上9篇で349種の甲虫が記録されている。

・ 苗代の蟆虫を小学校児童に採集させるため

先生の指導で蟆虫の卵と成虫をとる。この

行事が昭和20年まで続く。当時100本(卵）

を1銭で買いあげた（兵庫県生物年表入

1926 ・ 日本昆虫学会の会誌、昆虫〃創刊（東京兆

昭和元年･赤穂にはじめての松喰虫の記録がある。そ

の後昭和10年ごろ赤穂市有年を中心に大繁

殖，つづいて昭和23年に800万本，昭和48

年にも大発生する（兵庫県生物年表入

1929 。 蝶類同好会の季刊雑誌．Zephyrus〃創刊さ

昭和4年る （福岡兆1906 . 大上宇一.蝋播磨産甲虫類職を1907年にかけ

明治39年て5篇に分けて発表し299種を記録する。

1901年の報文より同定の確実さが増加して

いる（動物学雑誌, 10, 11巻)。

、 井口宗平，モンキアケハ佐用郡にて目撃の

記録（昆虫世界, X・10)。

1930 . 関西昆虫学会々報創刊号出版さる（大阪L

昭和5年関西昆虫学会発起人，寺西暢，戸沢信義

岩田正俊，竹内吉蔵，松田良作（昭和5年

11月創刊，昭和25年11月， 15巻2号をもっ

て終刊兆

・ 小林賢三「六甲山の蝶相｣｡戸沢信義「甲山

附近の蜻挺と蜻蛉類」発表さる°共に夫々

1907 . 井口宗平．兵庫県佐用郡産蝶類目録職を発

明治40年表， 7科68種を記録する(昆虫世界,Ⅲ･9兆

－63－
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(1939）まで発行される。のグループの県下からのまとまったファウ

ナ報告として大上，井口以後のものとして

貴重（関西昆虫学会々報，第1号兆 1936 . 竹内昆虫研究所（竹内吉蔵主宰，京都，山

昭和11年科） より欧文昆虫研究誌､Tenthredo"創刊

さる(昭和11年5月創刊。昭和17年11月に

． ‘ ; ゞ・第4巻，第％号を発刊して廃刊となる)。

・ 灘中博物研究部々誌．Natural 5号蝋発行

さる（創刊の時期不明入

・ 少年昆虫研究会々誌､Insecta"創刊さる(三

木市兆

1931 . 兵庫県博物学会設立されその会誌創刊号出

昭和6年版される （会誌は20号,1941まで発行され

， る兆

1932 . 関西昆虫学会時報創刊さる（昭和7年3月創

昭和･7年刊，昭和7年9月第4号をもって終刊兆

1937 ・ 竹内昆虫研究所より昆虫学評論雑誌、あき

昭和12年つ〃創刊される（昭和12年5月創刊，昭和

18年5月第3巻,第4号を発行して戦争F
ため休刊)｡戦後、京都昆虫同好会蝋によっ

て第4巻，第1号が昭和30年(1955)4月出版，

第13巻，第1号が昭和40年(1965)11月に出

版されて再び休刊となる。昭和49年(1974）

12月こんどは、Akitu,NewSeries〃とし

てその第1号が京都府立大学の昆虫学教室

から出版された（笹川満広博士主宰)｡不定
期刊行のようである。

・ 関公一昆虫趣味の会神戸支部長を受諾さ

る(大阪支部長兼任)(昆虫界,第5巻,第40号入

1933 ・ 昆虫趣味の会（加藤正世主宰)の機関誌､昆

昭和8年虫界〃が2月に創刊される(東京)昭和18年

12月， 11巻， 117/118号をもって終刊。戦後復

刊して昭和29年11月， 12巻,120号が発行さ

れ，昭和37年15巻， 127号で廃刊となった。

・ 関公一「御影町付近産の甲虫目録｣(昆虫

界，第1巻)の中で文献上初めてキベリハム

シの六甲山麓での報告をされる （勿論日本

から初めての記録兆尤もキベリハムシその

ものは大正初め頃中国大陸から入国定着し
岳

ていたようである（高橋寿郎，六甲山の昆

虫たち入

・ 関西昆虫学会より 蝋関西昆虫雑誌〃創刊さ

る （昭和8年3月創刊，昭和14年6月第5

巻，第3号をもって終刊兆

・ 東京の上野松阪屋で昆虫趣味の会と読売新

聞社共催の職昆虫展覧会蝋が開催さる・出

品目録の中に鳥居茂が兵庫県立第二神戸

中学校博物教室刊、博物研究日蝋並びに兵

庫県立第二神戸中学校博物同好会々報の出

品力ざ記録されている(昆虫界,Vol､1,No6,1933)｡

この2書実物を見たことが無いので（学校

の博物教室，研究室にも保存されていなか

ったように思う）， どのような内容か， ま

た何時から発行され何時まで発行されてい

たか等々も不明。

1938 ． 昆虫趣味の会神戸支部報No1発行さ託る(同

昭和13年支部報はNQ6, 1941まで発行された （昆虫

界,Vol．Ⅵ, NQ49&Vol.m, NQ88)｡

・ 蝋兵庫県中等教育博物学雑誌"を山鳥吉五郎

が中心となって発行する。第7号で戦争の

ため廃刊となる。

『

1939 。 宝塚昆虫館,5月13日開館。初代館長に戸沢

昭和14年信義就任（当初宝塚文芸図書館長と兼任兆

49年(1974） 7月19日閉館。その後宝塚科学

館となり鳥類標本などを主にする。 1979年

には昆虫標本約18,000点,鳥の剥製1,800点

が大阪市立自然史博物館に寄贈されその一

部は1980年3月22日～4月27日同館にて一般

に公開された(NatureStudy,Vol.26,NQ3)b

・ 神戸博物同好会(神戸二中内)会誌､Nature"

創刊さる（創刊号のみ兆

・ 神戸博物同好会(神戸大丸内)会誌蝋博物趣

味〃創刊さる（第5号まで、廃刊兆

1934 ・ 松喰虫のため姫路城のクロマツ17本，高砂

昭和9年尾上の松など枯死する（兵庫県生物年表入

1935 ． クリタマバエが西播地方に大発生し， 日本

昭和10年中に広まる。山林のシバグリ大被害を受け

る（兵庫県生物年表入

・ 兵庫県立第二神戸中学校博物研究会々誌

､Nature〃第1号出版さる･本誌は第9号 1940 ・ 松喰虫，赤穂有年を中心に大発生，全県下
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昭和'5年蹴難噸鰯ｶ駕鰯≦
表)。

・ 9月、宝塚昆虫館報〃創刊さる （昭和26年

第79号で廃刊となる入

・ 二中博物研究会々報創刊さる(現兵庫高校）

（第5号まで発行入

・ 兵庫県立第二神戸中学校動物博物愛好会，

園芸部共同出版蝋観察蝋 1号発刊さる･

兵庫県生物学会々誌．兵庫生物、創刊さる。

東正雄，有馬温泉林渓寺内でラミーカミ

キリ大発生を報告。本種の本州並びに兵庫

県での初記録となる(新昆虫,Vol.1兆本種

は現在兵庫県下には広く分布普通種となっ

ている。

戸沢信義蝋昆虫を探る箕面・能勢蝋出版さ

る（京阪神叢書， 9，宝書房刊兆著者戸沢氏

からの御教示で能勢の調査は兵庫県に属す

る地域のものが多くふくまれていると。

●

1941 ・ 兵庫県立第一神戸中学校博物学会より 、一

昭和16年中附近の昆虫蝋出版さる･ 1949 . 松喰虫の被害，最大のピンチになる(公害・

昭和24年兵庫県の生物)。

・ 氷上郡教員組合篇．氷上の自然〃発行する。

・ 県生物学会編、郷土の生物(1)〃を神戸新聞

社から出版する。

・ 兵庫県生物学会小野支部報､Viola"創刊さる・

、42 ． 7月20日鈴木元次郎岐阜谷汲で死去。
昭和17年昭和5年(1930)頃より明石で花園昆虫研究

所を開設していた。何時までか詳しくわか

らない力ざ筆者が訪問した時(1939年頃)元気

でキベリハムシの文献に就いて教示を受け，

タイプで執筆中であった、日本産オサムシ

の目録蝋を見せてもらった。

1950 。 神戸昆虫同好会々誌．Tritoma〃創刊さる

昭和25年 （創刊号のみ入

・ 樋口繁一などによって、有馬郡生物誌〃を

有馬高校から出版。1945 。 ウンカ大発生，除虫油を協同購入する（兵

昭和20年庫県生物年表入

1951 ・ 中国昆虫学会々誌蝋EntomolOgical lnvest-

昭和26年igation〃創刊さる･

・ 尼崎蝶類同好会々誌.Saphirinus"創刊さる。

・ 甲陽学院高等学校生物部々誌．生物甲陽〃

創刊さる（生物部の誕生は1949年入

1946 ・ 害虫駆除などのためDDTを散布する。昭和

昭和罰年45年まで続く （兵庫県生物年表入

・ 柏原高校生物班会誌1号発行さる・会誌は

4号まで発行され第5号(1950)からNatura

となって発行される。

1952 . 箕面蝶類同好会誌蝋Lilac〃創刊される。

昭和27年青色蛍光誘蛾灯をズイムシ撲滅のためにつ

ける。疑問の結論が出たのと，有効殺虫剤

の出現で中止となる。

害虫駆除剤BHC出現,昭和45年まで続く(以

上兵庫県生物年表L

兵庫県生物学会発足する。

10月虫同友会結成さる （発起人,吉阪道雄，

岡田弘，法西定雄)｡12月に会報NQ1が発

行されニュースカざ1948年8月発行される。

その他研究報告1,2（1955,1959),兵庫版NQ

1 （1951)，ニュース別刷(1954)等々の出版

あり(現在MDKNEWSのみ出版継続さる入

1947 ．

、昭和22年
1953 . 、ひかみの自然，第二集"(A5,118p.)発行さ

昭和28年る･●

1954 ・ アメリカシロヒトリ，アメリカから渡来し

昭和29年サクラその他に各地で被害大発生する （兵

庫県生物年表)(アメリカシロヒトリが日本

で初めて採集されたのは1954年11月東京大

森で山本正男によるとされているが同じ年

尼崎でも発生している。 日本に定着した時

期ははっきりしないがこの年以前と考えら

れる。アメリカシロヒトリ，中公新書1972)。

1948 。 松山確郎編集発行職氷上郡の自然研究噛第

昭和23年1号が発行さる。昭和36年79号まで守 蝋氷

上の自然蝋へ発展。

1955 . 神戸昆虫同好会結成さる（大倉正文主宰L

昭和30年本会は毎月1回の採集会と冬季の談話会桧
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1960 . 県生物学会編蝋兵庫の自然〃のじぎく文庫

昭和35年から出版される。

・ 11月兵庫農科大学生物研究部々誌創刊さる°

本誌は第4号(1964)まで発行。

・ 兵庫県立長田高校生物部々誌．羊歯〃 8号

出版される。タイプ印刷は本号が初めてと

のこと。何年から会誌を出していたのか不

詳。また第10号(1962)以後の発行も不詳。

員宅巡廻）のみで会誌の発行がない。

神戸生物クラブ設立さる・初代会長古川博

二。本クラブは神戸大丸が後援して神戸市

内の小,中学生を対象として4～11月の間月

1回の採集の指導会（例外もある入毎年の

8月最終土・日曜日の採集品鑑定会， 9月

の作品展力ざ主な行事であり当初顧問13名で

出発した。現在でも継続されている。戦前

の神戸博物同好会が姿を変えてこの会にな

った。 1961 ・ 六甲山の松喰にヘリコプターでDDTを散布

昭和36年し多くの昆虫類を死なす。ことにマヤサン

オサの屍に驚く （公害兵庫の生物)。

・ 西村登、円山川の昆虫誌〃関宮教育委員

会から出版する。 〆
・ 古川博二編、国立公園ジュニア六甲"(新書

版, 175p.六月社刊）出版さる･

1956 . 10月25日から11月11日まで県生物学会，神

昭和31年戸新聞共催で天皇のご来神を記念し「兵庫

県生物展」を神戸新聞ホールで開催さる･

・ 県生物学会編．兵庫県生物誌〃 (A5,95p.)

発刊さる。

・ 姫路市，相生市両水源池並びに揖保郡太子

町の井戸から森本義信等によって特殊な環

境で変った形態をしたメクラケンゴロウが

発見される。翌1957年にはこの亜種が発見，

さらにムカシケンゴロウも見出された。共

に他府県の産地のほとんど知られていない

珍しい種である（兵庫県生物展兆

・ 丹波昆虫研究会が結成され会報､丹波昆虫〃

創刊さる・この会は福知山高校，綾部高校

の人達が中心となり副会長には当時の柏原

高校の山本義丸が任命され，京都府，兵庫

県両方にまたがる昆虫研究会であったが会

報第3号(1957)以後どうなったのか不詳。

1963 ・ 明石天文科学館で古川博二，高橋寿郎出品

昭和38年で、虫と貝とかたつむり展〃を7月21日か

ら8月31日迄開催。兵庫県関係の出品も多

くその解説書を発行すると共に神戸新聞紙

上に、ママは昆虫学者〃と題する昆虫採集

観察の方法と県下の産地の紹介を11回にわ

けて連載（高橋執筆入

・ 戸沢信義、50年回顧録，戸沢信義著作目録

1916-1963〃自刊さる(A5, 14p.)｡

・ 高橋匡、出石郡昆虫目録（第1報)〃を県

立出石高等学校科学部生物班会誌,Vita,1

号として出版さる･

1964 ・ 一色八郎編､明石の自然"六月社より出版f昭和39年さる。

。 、県下特産生物展､を明石天文科学館におい

て7月20日から8月3日まで県生物学会が

主体となって開催さる。同時に解説書も発

行する。

・ 兵庫県立赤穂高校生物クラブ誌、赤生蝋出

版さる･

1957 . 西村登.円山川水系の水生動物群集"を日

昭和32年生態会誌， 6巻に発表。県下で陸水生物相

の研究の先鞭をつけ，続々と論文を出す。

1958 . 山本義丸、兵庫県氷上郡昆虫目録"(氷上の

昭和33年自然，第3集, Nature特別号,A5,134p.)

発刊さる･

・ 神戸電鉄より 、沿線の自然界〃出版ざる(A

5, 32p.1

。 堀田久．西宮を中心とした阪神地方の蝶

類〃出版する（自刊, 12p.)｡

1965 . 東正雄、京阪神の動物〃六月社より出版。

昭和40年･西脇自然同好会々報創刊さる・

・ 阪神学生生物研究会々誌、Bilogie"7号発

行さる(創刊の時期その他詳しいこと不詳入

・ 津名昆虫同好会設立さる1967年淡路昆虫同

好会に改称さる・

1966 . 紅谷進二編、兵庫の自然〃六月社より出版

1959 ・ 日本応用動物昆虫学会中国支部が結成され

昭和34年その会報が創刊さる･

・ 室井緯編蝋六甲の自然"(新書版, 173p.

六月社刊）出版さる。
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昭和41年さる。

・ 1966～1969年にわたって六甲山系ではいわ

ゆるマツクイムシの大被害にあい緑が半減

した。神戸市では森林改造事業としてカシ，

スギ，モミによる緑化をす園めるよう1970

年度より着手した（兵庫県生物年表入

・ 西宮市立甲陵中学校生物部々誌蝋甲陵生物〃

創刊さる（本誌はNQ4,1969以後のことは不

詳兆

・ 兵庫県むしの会設立され、兵庫県むしの会

々報〃創刊されるも2号で廃刊。

・ 兵庫県植物防疫協会より 、兵庫県植物防疫

情報〃第1号発行される。
、

1967 ・ 、氷の山，後山，那岐山国立公園候補地学術

昭和42年調査報告書〃日本自然保護協会調査報告書，

32号出版さる (B5, 204p.)｡

。 、但馬文教府昆虫標本目録"を刊行する（兵

庫県生物年報入

・ 大阪自然研究会より 、氷の山，鉢伏山の自

然研究"(変形新書版, 34p6)発行さる （大阪

市立自然科学博物館刊兆

・ 12月淡路昆虫同好会設立される。機関紙

､Parnassius〃創刊さる・連絡誌､Insect"

と共に現在も発行されている。

れる。昭和47年その運搬者マツノマダラカ

ミキリ発見される。

兵庫県自然保護協会発足。会誌．兵庫県の

自然〃創刊さる・

昆虫の生態観察をみせる県立昆虫館を佐用

郡南光町船越に設立，初代館長に内海功一

が就任。

1972 . 兵庫県自然保護協会調査資料，第1輯、扇

昭和47年ノ山周辺の動物〃出版さる (B5, 48p.)b

・ 山本茂信，細見滝造編、扇の山周辺の自然

保護〃出版さる (B5, 108p.5map・光

・ 西宮市自然保護利用基礎調査団より 蝋西宮

市の自然保護および利用に関する基礎調査

一研究報告書〃出版さる・

・ 尼崎，伊丹，宝塚の各市ではボウフラ，汚

水中のバクテリアなどの駆除，予防にタツ

プミノーを飼育し，薬の公害をなくすため

の効果をおさめた（兵庫県生物年表人
トドマ

・ カボチャノミバエが赤穂郡上郡富満のセイ

ヨウカボチャ，スイカ， ソウメンウリに発

生した。 しかしナンキンに寄生しない。

1975年度は松喰虫駆除のためスミチオンを

散布したためか被害が出なかった（公害，

兵庫県の生物兆

・ 12月兵庫昆虫同好会結成されその機関誌

、きくりはむし〃創刊さる･

・ 兵庫県自然保護協会より 噸共存者のゆくえ

一一兵庫県の自然その現状〃出版さる (B

5, 40p・兆

・ 猪名川の自然と文化を守る会より 蝋自然林

一のすべて〃出版さる (B5, 41p.)｡

・ 中尾淳三．大屋町の蝶相〃自刊さる(11p､)。

1968 ・ 大阪昆虫同好会(事務所尼崎市)会誌.Crude"

昭和43年創刊さる・北摂関係の報文多し。

1969 ． 安富中学校理科クラブ編、ホタルの研究と

､昭和44年菅電毒菅雪：
・ 県生物学会編蝋続・兵庫の自然〃のじぎく

文庫から発行される。

・ 大阪市立自然科学博物館収蔵資料目録第1

集として、日本列島の蝶〃第1部発行さる

(B5,120p.10pls・入本書は吉阪道雄コレクシ

ョンが含まれるので兵庫県の記録が大変多

く含まれる （第2部は1970年発行)。

1973 ・ 松喰虫の食害，戦後第2回めのピンチを迎

昭和48年えた。被害高は80万立方mを超えるといわ

れる（兵庫県生物表兆

・ 室井緯編、垂水の自然〃神戸市垂水区ラ

イオンズクラブから出版される(B6,196p.)b

・ 山本茂信編、兵庫県浜坂町自然の現況〃出

版さる (B5, 132p・入

・ 県生活部自然課、わたしたちと自然一自然

保護読本〃出版さる (B5, 116p.)｡

・ 岸田孝蔵他蝋書写山， 自然への招待〃出版

される (A6, 48p･た

。 、本州四国連絡架橋に伴う周辺地域の自然

1970 ･ 8～9月， イチモンジセセリ大発生し， イネ

昭和45年科植物の葉を食害する （兵庫県生物年表)。

・ 文化庁・天然記念物緊急調査，植生図・主

要動物地図28・兵庫県出版さる (33p.地図

2葉兆

1971 。 兵庫県自然保護条令できる。

昭和46年･松喰虫の本体マツノザイセンチュウ発見さ
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所より 、兵庫県円山川水底生動物調査報告

書〃を出版(B5, 114p.)｡

伊丹市立教育研究所より正木清之ほか職伊

丹の昆虫〃出版さる。

高橋寿郎、兵庫県産甲虫類に関する文献目

録〃を自費出版する(B5, 16p・た

環境のための調査報告書，学術調査編，動

物部門〃国立公園協会から発行される（そ

の2は1974年に発刊兆

兵庫昆虫同好会連絡誌．兵庫虫報〃創刊さ

る（3巻3号， 1975で休刊入

翌年にわたってヘリコプター5機によって

マツノマダラカミキリの繁殖前の5月15日

～22日， 6月11日～19日の2回，上空10m

から低毒性有機リン剤を散布する。この薬

害をめぐってやりとり力垳なわれた（公害，

兵庫の生物入

兵庫県生活部自然課蝋兵庫県の自然の塊伏〃

出版さる (B5, 36p・兆

1976 . 伊丹生物研究会結成され6月会報創刊さる・

昭和51年･伊丹市立教育研究所より，高田敏雄、伊丹

の水生動物〃出版さる (B6,200p.)｡

・ 6月，姫路昆虫同好会結成さる･同会機関

誌職てんとうむし〃 8月創刊さる・

・ 岩田久二雄神大名誉教授、昆虫学五十年〃

伊中公新書として出版さる。

・ 兵庫県農林部治山課より 蝋広域基幹林道予

定地域自然環境調査報告書〃出版さる・昆

虫は奥谷禎一博士がまとめらる。

・ 室井緯、兵庫県生物年表〃発表さる（姫

路学院女子短期大学紀要, III)｡

・ 兵庫県生物学会編、新・兵庫の自然〃のじ

ぎく文庫より出版(A5,206p.)｡

・ 尼崎市立中学校理科研究会、動植物から見

た尼崎市の自然〃刊(B5, 24p.)。

1974 . 神戸新聞学芸部編、兵庫探検， 自然編〃出

昭和49年版さる(B5, 368p.)｡

・ 西村登他．加古川水域底生動物調査報告

書〃を県生活部から刊行する。

・ 室井緯、公害・兵庫県の生物一生物変遷

史〃を新光出版から発行する(B6,284p・北

・ 兵庫・岡山・鳥取3県で職東中国山地自然

環境調査報告〃を出版する (B5, 310p.)｡

・ 須磨区役所内須磨観光協会より 蝋須磨アル

プス～自然をたずねて〃出版する。

・ 神戸女学院より同院百周年記念．岡田山の

自然〃出版(B5, 163p・兆

・ 兵庫県自然保護協会より 峨兵庫県の自然の

現状II〃を出版(B5, 78p､)。

・ 関西トンボ談話会編、近畿地方のトンボ〃

第1部出版さる（大阪市立自然科学博物館

収蔵資料目録，第6集,B5, 27p.入兵庫県

の記録も多く含まれる（1975年第2部,p.28

-53. 1976年第3部,p.54-82.1977年第4部，

p.83-153と発行されている入

・ アオマツムシが神戸市内山の手に9月下旬

異常発生し， リーリーリーの大合唱，山の

手の人々がノイローゼさわぎ。バラ科を食

害する。 1975年も同様（兵庫県生物年表入

・ 田中梓、身近な小動物"(朝日新聞社刊）

出版(B6,228p.)｡

1977 。 西宮自然保護協会編、西宮の自然〃出版さ

昭和52年る(B6,324p.尚続編が1980年出版さる,B6,
279p､)。

・ 伊丹市立博物館より 、昆陽池の自然"(B5,

24p.), 蝋昆陽池生物目録"(B5,35p.)出版

さる。

、 薑とぞそ鷺脊雪雲菫鞭壽翼欝《
の論文を発表よく知られていたが戦後．新

日本産天牛科目録"(1976)を発表された後昆

虫界での活躍は余り見られなかった。集め

られたカミキリムシ科を主体とした甲虫類

のコレクション8,311点は1978年大阪市立自

然史博物館に寄贈されその大部分の標本は

1979年3月10日～4月29日同館で一般に公

開された(NatureStudy,Vol､25,NQ3)。

1978 . ．大河内地点自然環境実態調査報告書〃 （大

昭和53年河内地点自然環境調査団刊)出版さる(B5,

208p.)｡昆虫類は奥谷博士によってまとめら

れ蝶については木村三郎，甲虫は高橋寿郎

が夫々分担してまとめた。

1975 。 高橋匡、豊岡高等学校昆虫標本目録"(第

昭和50年1, 2報）を同校生物教室より発行する(B5,

66p､) (本目録は1978年第5報迄出版されて

いる八

． 西村登ほか近畿地方建設局豊岡工事々務

－68－
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